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嶺村さん 走り幅跳びで日本チャンピオンに！
　大町市出身で筑波大学４年の嶺村鴻

こう

汰
た

さん（大町一中－大町高
出）が、６月８日に福島市で行われた「第98回日本陸上競技選手権
大会」の男子走り幅跳びに出場し、県新記録の自己ベスト７ｍ94
㎝を跳び初優勝しました。
　嶺村さんは、５月26日～６月13日の母校大町高校での教育実
習中に、実習内容をこなしながら大会に出場。10日には大町高
校で、教員や全校生徒約420人に拍手で迎えられ優勝を報告し
ました。横川秀明校長も「教育実習中に日本一なんてそうないぞ」
と興奮。嶺村さんは全校生徒に「何事も諦めずに最後まで続ける
ことで結果がついてくる」と伝えました。
　今後については、地元で教員になるという目標もあるが、「リ
オ五輪を目指しひとつひとつステップアップしたい」と語りました。

主な内容
❷　長野県知事選挙
❻　八坂小学校・八坂中学校・美麻小中学校
　　市内全域から児童・生徒を募集！
❽　関電トンネルトロリーバス開通50周年記念イベント
�　みんなで支える国民健康保険
�　後期高齢者医療制度のご案内
�　高齢者介護相談担当地区を変更
�　☆きらり☆保健センター通信①
�　第36回大町やまびこまつり
�　平成26年度学校開放講座
�　生涯学習
�　情報ステーション
�　くらしの案内板
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投
票
で
き
る
人

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、
平
成
６
年
８
月
11
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
26
年
４
月
23
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
大
町
市
に
お
住
ま
い

で
、
大
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
転
入
や
転
出
で
住
所
が
変
わ
っ

た
人
は
、
そ
の
時
期
に
よ
っ
て
投

票
で
き
る
場
所
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
次
の
表
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

（
※
１
）
投
票
す
る
際
に
、
最
寄

り
の
市
町
村
が
発
行
す
る
「
引
き

続
き
長
野
県
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
大

町
市
で
は
、
市
民
課
市
民
・
戸
籍

係
で
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

投
票
所
と
入
場
券

　「
投
票
所
入
場
券
」は
郵
送
で
お

送
り
し
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
の

様
式
は
、
は
が
き
型
で
最
高
４
人

ま
で
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
家

族
が
５
人
以
上
の
場
合
は
、
は
が

き
が
複
数
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
期
日
前
投
票
所
ま

た
は
当
日
投
票
所
に
出
掛
け
る
際

は
、
ご
自
身
の
部
分
を
切
り
取
っ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
紛
失
や
破
損
し
た
場

合
で
も
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
８
日
以
降
に
市
内
で
転
居

し
た
人
や
、
そ
れ
以
前
に
転
居
し

て
も
住
民
基
本
台
帳
の
異
動
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
前
の
住

所
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

　
５
ペ
ー
ジ
に
投
票
所
の
一
覧
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間

　
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前
７

時
～
午
後
８
時
で
す
。
た
だ
し
、

第
20
～
23
投
票
所
（
八
坂
・
美
麻

の
各
投
票
所
）
は
午
後
７
時
ま
で

で
す
。

長
野
県
知
事
選
挙

告
示 
７
月
24
日
木　
投
票
日 

８
月
10
日
日

長野県内の市町村に転入届を提出した場合

届出日
投票場所・選挙権の有無

新住所地で
投票できる

旧住所地で
投票できる

投票
できない

他の都道府県から
転入した人

平成26年4月23日以前 ○

平成26年4月24日以後 ○

県内の他の市町村
から転入した人

平成26年4月23日以前 ○

平成26年4月24日以後 ○
（※１）

　
８
月
10
日
は
長
野
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
今
後
の
県
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
切
な
選

挙
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
明
る
く
、
正
し
い
選
挙
を
行
う
と
と
も
に
、
情
実
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
候
補
者
の
政
見
を
よ
く
聞
い
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
　
℡
市
内
線
５
１
１
・
５
０
６
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市
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下

：

市
選
管
）
で
は
、
選
挙
に
行
く
た

め
の
交
通
手
段
の
確
保
と
投
票
率

向
上
を
目
的
に
、
期
日
前
投
票
を

す
る
た
め
に
大
町
市
民
バ
ス
「
ふ

れ
あ
い
号
」
を
利
用
す
る
有
権
者

な
ど
に
、
乗
車
券
２
回（
往
復
）分

を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

　
期
日
前
投
票
を
す
る
た
め
に

「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
有
権

者
お
よ
び
障
が
い
が
あ
る
有
権
者

を
介
護
す
る
人
が
対
象
で
す
。
障

が
い
が
あ
る
有
権
者
を
介
護
す
る

人
と
は
、
障
害
者
割
引
料
金
が
適

用
さ
れ
る
人
で
す
。

交
付
場
所

　
市
役
所
東
庁
舎
、八
坂
支
所
、美

麻
支
所
の
期
日
前
投
票
所
の
受
付

交
付
期
間

　
期
日
前
投
票
の
期
間
中

期
日
前
投
票
の
た
め
に
大
町
市
民
バ
ス「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
人
に
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

乗車券の受け取り方と利用方法
2 乗車証明書を受け取る

4 期日前投票をする

「乗車証明書」と「乗車券」の見本

1 期日前投票を申し出る

3 乗車券を受け取る

5 バスを利用する

運転手に期日前投票をすることを口頭で
申し出ます。

期日前投票所の受付で、「乗車証明書」と
「乗車券」を交換します。乗車券２回（往復）
分をお渡しします。

投票後、「乗車券」を使ってバスを利用
します。乗車券は有効期限がありません
ので、いつでも利用することができます。

「乗車証明書」を受け取ります。
このときは運賃を支払います。
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期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
仕
事
、
学
業
、
地
域
の
行
事
な

ど
で
都
合
が
悪
い
人

▽
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な

ど
で
外
出
す
る
人

▽
病
気
な
ど
の
た
め
に
歩
行
が
困

難
な
人

期
日
前
投
票
所
の
設
置
場
所

　
期
日
前
投
票
所
を
、
市
役
所
東

庁
舎
、
八
坂
支
所
、
美
麻
支
所
に

設
置
し
ま
す
。
投
票
が
で
き
る
期

間
と
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
市
役
所
東
庁
舎
】

■
日
時
　
７
月
25
日（
金
）～
８
月

９
日（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
８
時

■
会
場
　
東
庁
舎
　
２
階
　
東
中

会
議
室
　
※
土
曜
日
お
よ
び
午
後

６
時
30
分
以
降
は
、
東
庁
舎
１
階

入
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物
　
投
票
所
入
場
券

【
八
坂
支
所
、
美
麻
支
所
】

■
日
時
　
８
月
５
日（
火
）～
９
日

（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時■
持
ち
物
　
投
票
所
入
場
券

不
在
者
投
票

　
期
日
前
投
票
期
間
中
お
よ
び
投

票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
請
求
は
市
選
管

ま
で
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

告
示
日（
７
月
24
日
）前
で
も
請
求

で
き
ま
す
。

①
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に

入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人

（
施
設
で
の
不
在
者
投
票
）

　
大
町
総
合
病
院
、
鹿
島
荘
、
カ

ト
レ
ヤ
、
れ
ん
げ
荘
、
虹
の
家
な

ど
、
長
野
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
す
る
不
在
者
投
票
施
設
に
入

院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人
が
対

象
で
す
。
市
外
の
施
設
に
入
院
ま

た
は
入
所
し
て
い
る
人
も
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
は
、
施
設
の
不
在
者
投
票

管
理
者
に
本
人
が
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
市
選
管
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
仕
事
な
ど
で
一
時
的
に
大
町
市

を
離
れ
て
い
る
人
（
遠
隔
地
で
の

不
在
者
投
票
）

　
期
日
前
投
票
期
間
中
お
よ
び
投

票
日
当
日
に
大
町
市
に
戻
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
滞
在
先
（
最

寄
り
）
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
用
紙
な
ど
の
郵
送
や
返
送

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
請
求
は

市
選
管
ま
で
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

③
歩
行
な
ど
が
困
難
で
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
（
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
）

　
歩
行
が
困
難
な
人
の
う
ち
、
傷

病
の
種
類
や
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
は
、
自
宅
な
ど
で
投
票
で

き
る「
郵
便
等
投
票
制
度
」が
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
該
当

す
る
人
が
投
票
用
紙
へ
の
記
載
が

困
難
な
場
合
な
ど
は
、「
代
理
記

載
制
度
」
も
利
用
で
き
ま
す
。
い

ず
れ
の
制
度
も
事
前
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
市
選
管
ま
で
お
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
投
票
請
求
手
続
き
は
、
８

月
６
日（
水
）ま
で
で
す
。

代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
な
た
め
投
票
用
紙

に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
遠
慮
な
く
投
票
所
の
受
付
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
管
理

者
が
、
立
会
人
の
意
見
を
聞
い
て

代
筆
す
る
人
と
立
ち
会
う
人
を
選

任
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

選
挙
公
報
を

　
読
み
ま
し
ょ
う

　
候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な

ど
記
載
し
た
「
選
挙
公
報
」

を
、
８
月
８
日（
金
）ま
で
に

新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
ま

す
。
よ
く
読
ん
で
投
票
し
ま

し
ょ
う
。
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
や
、
大
町
市
に
住
所

が
あ
っ
て
も
仕
事
な
ど
で
市

外
に
お
住
ま
い
の
人
に
は
郵

送
し
ま
す
。
市
選
管
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
市
役
所
本
庁

舎
、
八
坂
支
所
、
美
麻
支
所
、

各
公
民
館
な
ど
に
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
票
日
は
当
日

　
開
票
は
、
８
月
10
日
午
後
９
時

か
ら
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
行

い
ま
す
。

議会棟 本庁舎

正面玄関正面玄関

入口
西庁舎

※投票所は２階東中会議室です

期日前投票所位置図（市役所本庁）

駐車場

駐車場

仁科台中学校

情報センター

至西小学校

大
町
高
校

駐
車
場

東
庁
舎
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平成26年8月10日執行の
長野県知事選挙の投票区
および投票所の一覧表
　投票区見直しにより、投票区および投票所が変更になっている地
区があります。ご自身の投票所をご確認の上、ご来場ください。

投票所名 投票区の区域
1 サン・アルプス大町 大町のうち 俵町、不二塚町、三日町、相生町、大黒町

２ 旧大町市勤労者福祉センター 大町のうち 九日町、六九町、堀六日町、十日町、幸町、宮田町、和町

3 大町市中央保健センター 大町のうち 上仲町、下仲町、名店街、八日町、神栄町、東町、山田町、
北山田町、白塩町、下白塩町、五日町

4 大町市役所 大町のうち 旭町、光明町、仁科町、日の出町、高見町、南原町、
東若宮町、西若宮町、桜田町、北原町、高根町

5 大新田町公民館 大町のうち 大新田町、若宮町、昭電第一アパ－ト、鹿島荘、
昭電白馬荘、昭電第二アパート、昭電第七アパ－ト、
昭電第８アパート、昭電第９アパ－ト

6 中原町公民館 大町のうち 大原町、若原町、大原２号団地、栄町、中原町、東中原町

7 海の口公民館 平のうち 加蔵、青木、中綱、エビスマ原海頭、やなば、西海の口、
東海の口

8 大町市女性未来館ピュア 平のうち 稲尾、山崎、森、木崎、外堀、白樺、仁科郷、新郷、
塩ノ原、二ツ屋

大町のうち 居谷里

9 借馬公民館 平のうち 借馬、借馬団地、西原、伝刀組社宅

10 源汲生活改善センター 平のうち 鹿島、源汲、大町温泉郷、中花見

11 野口公民館 平のうち 野口、上原、日向山、秋葉林、れんげ荘、高瀬入、
エコノミスト村、高瀬分譲地

12 泉公民館 常盤のうち 泉、柿の木市営住宅

13 上一基幹センター 常盤のうち 上一、上一住宅、松原団地、近藤紡社宅･寮

14 下一公民館 常盤のうち 下一

15 清水公民館 常盤のうち 清水

16 須沼公民館 常盤のうち 須沼、常盤南住宅

17 西山公民館 常盤のうち 西山、西山住宅

18 宮本公民館 社のうち 宮本、曽根原、閏田

19 館ノ内公民館 社のうち 山下、館ノ内、社団地、松崎

20 大町市八坂支所 八坂のうち 相川、藤尾、大平、梨平、笹尾、矢下、明野、塩の貝、横瀬、
石原、菖蒲、満仲、菅の窪、小松尾、宮の尾、押の田、
切久保南、切久保北、曽山、一の瀬、大塚、小菅、長畑

21 野平生活改善センター 八坂のうち 池の平、二滝、野平南、野平中、野平北、地志原、舟場、
栃沢、上篭

22 大町市美麻支所 美麻のうち 大塩、二重、新行

23 ぽかぽかランド美遊 美麻のうち 青具、千見
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小
規
模
特
認
校
制
度
と
は

　
通
常
の
通
学
区
域
を
広
げ
市
内

全
域
か
ら
児
童
・
生
徒
を
募
集
す

る
制
度
で
す
。

　
当
該
学
校
の
教
育
活
動
・
特
色

に
共
感
を
持
つ
児
童
・
生
徒
や
保

護
者
の
希
望
に
よ
り
、
入
学
許
可

条
件
を
踏
ま
え
、
市
教
育
委
員
会

が
就
学
を
認
め
ま
す
。

体
験
活
動
を
重
視
し

主
体
性
を
育
て
る

八
坂
小
学
校
、八
坂
中
学
校

　
八
坂
小
学
校
、
八
坂
中
学
校

は
、
長
野
県
が
進
め
る「
信
州
型

年
生
～
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、

八
坂
・
美
麻
地
区
以
外
の
通
学
区

域
か
ら
若
干
名

■
入
学
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▽
７
月
５
日（
土
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
公
開
授

業
参
観
と
学
校
説
明
会
）

▽
７
月
上
旬
～
10
月
下
旬

児
童
・
生
徒
の
募
集

▽
11
月
上
旬

応
募
し
た
児
童
・
生
徒
と
保
護
者

を
対
象
に
各
学
校
長
が
面
接

▽
11
月
下
旬

転
入
学
予
定
者
の
決
定

■
問
い
合
わ
せ

▽
八
坂
小
学
校（
教
頭
）

℡
２
６
・
２
０
１
０

▽
八
坂
中
学
校（
教
頭
）

℡
２
６
・
２
０
２
０

小
中
一
貫
教
育
校
と
し
て

新
た
な
歩
み
を
始
め
た

美
麻
小
中
学
校

　
美
麻
小
中
学
校
は
、
文
部
科
学

省
が
進
め
る
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、
地
域
を
挙

げ
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」と
し
て
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
体

験
活
動
に
重
点
を
置
き
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
な
が
ら
児

童
・
生
徒
の
主
体
性
を
育
て
る
学

校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
特
色

❶
　
小
規
模
特
認
校
制
度
に
よ

り
転
入
学
し
た
児
童
・
生
徒
の
う

ち
、
４
年
生
以
上
は
定
期
的
に
山

村
留
学
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
通

学
合
宿
を
実
施
し
て
、
集
団
の
中

で
の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
と
生

活
力
を
高
め
ま
す
。

❷
　
少
人
数
の
特
色
を
生
か
し
、

よ
り
き
め
細
か
な
学
習
指
導
を
実

施
し
て
、
一
人
一
人
に
確

か
な
学
力
が
身
に
付
く
よ

う
に
し
ま
す
。

❸
　
児
童
・
生
徒
に
、
自

ら
学
ぶ
意
欲
や
主
体
的
な

態
度
が
身
に
付
く
よ
う
、

地
域
の
自
然
や
伝
統
・
文

化
を
体
験
的
に
学
び
ま
す
。

❹
　
異
年
齢
集
団
で
の
縦

割
り
活
動
を
通
じ
、
社
会

生
活
を
送
る
上
で
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
自
己
決

定
力
や
人
間
関
係
力
を
育

て
ま
す
。

■
募
集
す
る
学
年
・
人
数

　
平
成
27
年
度
の
小
学
１

地域の人から教わる種まきのこつ

市
内
全
域
か
ら

児
童
・
生
徒
を
募
集
！

八坂小学校
八坂中学校

美麻小中学校

　
八
坂
小
学
校
、
八
坂
中
学
校
、
美
麻
小
中
学
校
の
３
校
は
、
来
年
度
よ
り
「
小
規
模
特

認
校
制
度
」
を
導
入
し
、
市
内
全
域
か
ら
、
児
童
・
生
徒
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
今
回
は
、

当
制
度
を
導
入
し
た
各
校
の
特
色
や
入
学
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。
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■
特
色

❶
　
小
中
一
貫
教
育
校
と
し
て
、

義
務
教
育
９
年
間
を
心
身
と
学

び
の
発
達
に
合
わ
せ
て
、「
ホ
ッ

プ
期
（
１
～
４
年
）」「
ス
テ
ッ
プ

期
（
５
～
７
年
）」「
ジ
ャ
ン
プ
期

（
８
～
９
年
）」
の
三
つ
の
課
程
で

構
成
し
て
い
ま
す
。
５
年
生
か
ら

は
、
教
科
専
門
の
教
師
が
授
業
を

す
る
「
教
科
担
任
制
」
に
よ
っ
て

学
習
指
導
を
行
い
ま
す
。

❷
　
東
海
大
学
と
美
麻
公
民
館

の
連
携
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
「
元

気
ア
ッ
プ
運
動
」
を
毎
朝
全
校
児

童
・
生
徒
が
行
い
、
体
力
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
心
身
の

安
定
を
図
り
ま
す
。

❸
　
５
・
６
年
生
は
、
姉

妹
校
で
あ
る
Ｋ
８
ス
ク
ー

ル
（
ア
メ
リ
カ
・
メ
ン
ド

シ
ー
ノ
）な
ど
へ
の
訪
問
を

通
じ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
国
際
感
覚
を
養

い
ま
す
。

■
募
集
す
る
学
年
・
人
数

　
平
成
27
年
度
の
１
年
生
～

８
年
生
（
中
学
２
年
生
）
を

対
象
に
、
美
麻
・
八
坂
地

区
以
外
の
通
学
区
域
か
ら

若
干
名

　
子
ど
も
た
ち
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
〝
も
の
づ
く
り
〟
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
に
、
小
学
生
向

け
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
無
料
で
す
。

【
Ａ
コ
ー
ス
】

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
見
学

■
日
時
　
８
月
５
日（
火
）　
午
前

８
時
45
分
～
午
後
０
時
15
分

■
見
学
場
所
　
町
川
小
水
力
発
電

施
設
、北
ア
ル
プ
ス
太
陽
光
発
電
所

【
Ｂ
コ
ー
ス
】

工
場
見
学

■
日
時
　
８
月
７
日（
木
）　
午
前

８
時
45
分
～
午
後
０
時
15
分

■
見
学
場
所
　
Ａ
Ｗ
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
㈱
信
濃
大
町
工
場
（
宅
配
飲

料
水
製
造
）、
巴
産
業
㈱
ダ
ス
キ

ン
長
野
工
場
（
モ
ッ
プ
等
洗
浄
加

工
配
送
業
）

教
科
書
展
示
会

　
小
学
生
が
使
う
教
科
書

が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

新
し
く
変
わ
る
た
め
、
教

科
書
展
示
会
が
開
か
れ
ま

す
。
文
部
科
学
省
の
検
定

に
合
格
し
た
小
学
校
教
科

書
の
ほ
か
、現
在
、中
学
校

や
高
校
で
使
わ
れ
て
い
る

教
科
書
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

大
北
地
域
で
は
唯
一
の
展

示
会
で
す
。
ご
都
合
を
つ

け
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
会
場
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
教

科
書
の
内
容
な
ど
に
関
す

る
意
見
・
感
想
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
７
月
５
日（
土
）～

22
日（
火
）　
※
月
曜
日
は

除
く

■
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
６
時
30
分
（
土
・
日

曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

■
会
場
　
大
町
図
書
館
　

１
階
　
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

℡
市
内
線
６
１
２

共
通
事
項

■
集
合
　
大
町
市
役
所
本
庁
舎
正

面
玄
関
前
駐
車
場

■
対
象
　
市
内
の
小
学
生
と
保
護

者■
定
員
　
両
日
と
も
先
着
40
人

（
20
組
程
度
）

■
申
し
込
み
　
７
月
31
日（
木
）ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
産
業

立
地
戦
略
室
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

産
業
立
地
戦
略
室

℡
市
内
線
５
４
１

■
入
学
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▽
７
月
12
日（
土
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
公
開
授

業
参
観
と
学
校
説
明
会
）

▽
７
月
上
旬
～
10
月
下
旬

児
童
・
生
徒
の
募
集

▽
11
月
上
旬

応
募
し
た
児
童
・
生
徒
と
保
護
者

を
対
象
に
学
校
長
が
面
接

▽
11
月
下
旬

転
入
学
予
定
者
の
決
定

■
問
い
合
わ
せ

美
麻
小
中
学
校（
副
校
長
）

℡
２
９
・
２
０
０
４

グループでの学び合い

巴産業㈱ダスキン長野工場見学風景（平成25年８月７日）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設・

工
場
見
学

募
集
　
小
学
生
と
保
護
者
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黒部ダムマスコットキャラクター　くろにょん

大
町
市
民
特
別
企
画

黒
部
ル
ー
ト
見
学
会

　
地
元
の
小
学
生
を
対
象
に
、
黒

部
ダ
ム
お
よ
び
発
電
所
の
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日

▽
第
１
回
　
８
月
８
日（
金
）

▽
第
２
回
　
８
月
10
日（
日
）

■
対
象
　
小
学
校
５
・
６
年
生
で
、

乗
り
物
の
乗
降
や
階
段
の
上
り
下

り
に
支
障
が
な
い
人

■
定
員
　
各
回
と
も
15
人
　
※
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

■
見
学
区
間
・
時
間

大
町
市
役
所（
午
前
８
時
集
合
）→

扇
沢
駅
→
黒
部
ダ
ム
駅
→
黒
部
川

第
四
発
電
所
（
昼
食
）
→
欅
平
（
午

後
２
時
到
着
）
→
宇
奈
月
温
泉
→

大
町
市
役
所（
午
後
６
時
30
分
着
）

■
費
用
　
１
０
０
０
円
（
乗
車
運

賃
、
保
険
料
な
ど
）

■
応
募
方
法
　
７
月
15
日（
火
）ま

で
に
、
は
が
き
に
「
黒
部
ル
ー
ト

見
学
会
」
と
明
記
し
、
次
の
事
項

を
記
入
の
上
、
く
ろ
よ
ん
50
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
へ
。
は
が

き
１
枚
に
つ
き
１
人
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
記
入
事
項
　
希
望
日
、氏
名（
漢

字
と
フ
リ
ガ
ナ
）、
学
校
名
、
学
年
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号（
平

日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に

連
絡
可
能
な
も
の
）、
保
護
者
名

■
応
募
先

〒
３
９
８

－

０
０
０
２

大
町
市
大
町
３
１
７
７

く
ろ
よ
ん
50
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会

大
町
市
民
特
別
企
画

関
電
ト
ン
ネ
ル
破
砕
帯
見
学
ツ
ア
ー

　
普
段
降
り
る
こ
と
が
で
き
な
い

関
電
ト
ン
ネ
ル
内
の
破
砕
帯
を
見

学
で
き
る
特
別
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
中
は
、
夏
で

も
気
温
約
10
度
で
、
破
砕
帯
か
ら

は
今
な
お
水
温
４
度
の
水
が
湧
き

出
て
い
ま
す
。
黒
部
の
風
と
破
砕

帯
の
冷
た
い
水
を
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。

　
出
発
前
に
は
、黒
部
ダ
ム
に
残
っ

て
い
る
素
堀
り
の
ト
ン
ネ
ル
に
特

別
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で

建
設
当
時
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な

が
ら「
く
ろ
よ
ん
建
設
工
事
記
録
」

の
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
20
日（
土
）　
午
後

５
時
15
分
～
６
時
45
分

■
集
合
時
間
・
場
所
　
午
後
５
時

５
分
　
黒
部
ダ
ム
駅
待
合
室
内
案

内
カ
ウ
ン
タ
ー
前

■
解
散
場
所
　
扇
沢
駅
　
※
解
散

後
は
、
扇
沢
発
→
Ｊ
Ｒ
信
濃
大
町

駅
行
き
路
線
バ
ス
の
運
行
が
終
了

し
て
い
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
で
お
越

し
い
た
だ
く
か
、
タ
ク
シ
ー
を
予

約
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
小
学
生
以
上
で
、
乗
り

物
の
乗
降
や
階
段
の
上
り
下
り
に

支
障
が
な
い
人
　
※
小
学
生
は
保

護
者
同
伴

■
定
員
　
72
人
　
※
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選

■
内
容
　
黒
部
ダ
ム
建
設
記
録
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴（
約
20
分
）、
関
電
ト

ン
ネ
ル
破
砕
帯
見
学（
約
90
分
）

■
費
用
　
無
料
　
※
た
だ
し
、
集

合
場
所（
黒
部
ダ
ム
駅
）ま
で
の
交

通
費
と
ツ
ア
ー
中
に
ご
乗
車
い
た

だ
く
黒
部
ダ
ム
駅
→
扇
沢
駅
の

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
運
賃
（
大
人
片
道

１
５
４
０
円
・
往
復
２
５
７
０
円
、

関電トンネルトロリーバス
開通50周年記念イベント

　
記
念
イ
ヤ
ー
が
続
く
黒
部
ダ
ム
に
行
こ
う
！

　
関
電
ト
ン
ネ
ル
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
開
通
50
周
年

を
迎
え
た
黒
部
ダ
ム
で
は
、「
見
て
」「
食
べ
て
」

「
楽
し
め
る
」
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
を
黒
部
ダ
ム
で
、
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
く
ろ
よ
ん
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
℡
２
３
・
５
９
６
４(

Ｇ
Ｏ
く
ろ
よ
ん)

▽
大
町
市
観
光
協
会
　
℡
２
２
・
０
１
９
０
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くろよん50　　　検索

子
ど
も
片
道
７
７
０
円
・
往
復

１
２
９
０
円
）が
必
要
で
す
。

■
応
募
方
法
　
７
月
１
日（
火
）～

８
月
31
日（
日
）ま
で
に
、
は
が
き

に「
破
砕
帯
見
学
ツ
ア
ー
」と
明
記

し
、
次
の
事
項
を
記
入
の
上
、
く

ろ
よ
ん
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
へ
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き
代

表
者
を
含
め
５
人
ま
で
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

▽
記
入
事
項

〇
代
表
者

：

氏
名
（
漢
字
と
フ
リ

ガ
ナ
）、
年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
（
当
日
連
絡
可
能
な
携

帯
電
話
番
号
）

〇
代
表
者
以
外

：

氏
名
（
漢
字
と

フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢

■
応
募
先

〒
３
９
８

－

０
０
０
２

大
町
市
大
町
３
１
７
７

く
ろ
よ
ん
50
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会

黒
部
ダ
ム
見
学
会

　
黒
部
ダ
ム
の
役
割
、
安
全
性
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
見
学
会

で
す
。
ダ
ム
内
部
監
査
廊
の
見
学

な
ど
が
で
き
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
３
日（
水
）・
25
日

（
木
）　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

■
集
合
・
解
散
場
所
　
黒
部
ダ
ム

駅
駅
長
室
前

■
対
象
　
小
学
５
年
生
以
上

■
定
員
　
各
回
15
人
　
※
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選

■
費
用
　
無
料
　
※
た
だ
し
、
現

地
ま
で
の
交
通
費
お
よ
び
ト
ロ

リ
ー
バ
ス
乗
車
運
賃
が
必
要
で
す
。

■
応
募
方
法
　
８
月
１
日（
金
）ま

で
に
、
は
が
き
に
「
黒
部
ダ
ム
見

学
会
」
と
明
記
し
、
次
の
事
項
を

記
入
の
上
、
く
ろ
よ
ん
50
周
年
公

募
イ
ベ
ン
ト
事
務
局
「
黒
部
ダ
ム

見
学
会
」
係
へ
。
は
が
き
１
枚
に

つ
き
代
表
者
を
含
め
５
人
ま
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

▽
記
入
事
項
　

〇
代
表
者

：

氏
名
（
漢
字
と
フ
リ

ガ
ナ
）、
年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
当
日
連
絡
可
能
な
携

帯
電
話
番
号

〇
代
表
者
以
外

：

氏
名
（
漢
字
と

フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢

■
応
募
先

〒
５
５
０

－

０
０
１
２

大
阪
市
西
区
立
売
堀
１

－

８

－

６

星
和
シ
テ
ィ
ビ
ル
本
町
西
７
階

く
ろ
よ
ん
50
周
年
公
募
イ
ベ
ン
ト

事
務
局「
黒
部
ダ
ム
見
学
会
」係

キ
ッ
ズ
わ
く
わ
く
黒
部
ダ
ム
イ
ベ
ン
ト

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
夏
休

み
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
期
日
　
７
月
22
日（
火
）～
８
月

29
日（
金
）　
※
８
月
11
日（
月
）～

15
日（
金
）を
除
く
月
～
金
曜
日
に

開
催

■
費
用
　
無
料
　
※
た
だ
し
、
現

地
ま
で
の
交
通
費
お
よ
び
ト
ロ

リ
ー
バ
ス
乗
車
運
賃
が
必
要
で
す
。

ゆ
る
き
ゃ
ら
記
念
撮
影

　
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
、
く
ろ
に
ょ
ん
、

ア
ル
ク
マ
…
。
誰
に
会
え
る
か
は

お
楽
し
み
！

■
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時

■
会
場
　
黒
部
ダ
ム
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
前

流
木
サ
ン
ド
ア
ー
ト

　
大
空
の
下
、
砂
で
絵
を
描
こ
う
！

■
時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
会
場
　
黒
部
ダ
ム
新
展
望
広
場

■
そ
の
他
　
雨
天
中
止

黒
部
の
物
語
～
人・使
命・情
熱
～

　
く
ろ
よ
ん
建
設
、
黒
部
川
の
電

源
開
発
に
ま
つ
わ
る
工
事
の
歴
史

を
、
写
真
な
ど
で
た
ど
る
企
画
展

示
で
す
。
開
通
50
周
年
を
迎
え
た

関
電
ト
ン
ネ
ル
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の

歴
史
を
振
り
返
る
パ
ネ
ル
も
展
示

し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
19
日（
土
）～
９
月

30
日（
火
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
会
場
　
黒
部
ダ
ム
新
展
望
広
場

特
設
会
場

■
入
場
料
　
無
料
　
※
た
だ
し
、

現
地
ま
で
の
交
通
費
お
よ
び
ト
ロ

リ
ー
バ
ス
乗
車
運
賃
が
必
要
で
す
。

ト
ロ
バ
ス
フ
ェ
ス
タ

　
８
月
１
日
の
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
開

通
日
を
記
念
し
て
、
扇
沢
駅
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

■
期
日
　
８
月
１
日（
金
）～
３
日

（
日
）

■
会
場
　
扇
沢
駅

■
内
容
　
恋
す
る
お
お
ま
ち
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
、
山
岳
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
販
売
な
ど

各イベントの詳細は、ホームページをご覧
ください。

▽くろよん50周年記念ホームページ
http://www.kuroyon50.jp/

▽黒部ダムホームページ
http://www.kurobe-dam.com/
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みんなで支える国民健康保険
　「納めて安心、国保税」

　国民健康保険税（国保税）は、皆さんが病気やけがをしたときの
費用に充てられています。国保税を納期限内にきちんと納めましょう。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線 422・423・424

本
年
度
の
国
保
税
が

決
ま
り
ま
す

　
国
保
税
は
、
前
年
の
所
得
が
確

定
し
た
後
の
７
月
に
計
算
さ
れ
、

１
年
間
の
税
額
が
決
ま
り
ま
す

【
表
１
】。
納
税
通
知
書
は
、
７
月

下
旬
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
発

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

課
税
限
度
額
が

変
わ
り
ま
し
た

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
本

年
度
か
ら
、
国
保
税
の
課
税
限
度

額
（
上
限
額
）
が
変
わ
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
は
14
万
円

か
ら
16
万
円
に
、
介
護
分
は
12
万

円
か
ら
14
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
国
保
税
の
課
税
限
度
額

が
、
介
護
分
を
含
め
た
77
万
円
か

ら
81
万
円
に
変
わ
り
ま
し
た
。

国
保
税
の
軽
減

　
被
保
険
者（
国
保
加
入
者
）の
所

得
の
合
計
額
が
一
定
以
下
の
場
合

は
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す【
表
２
】。

【表２】均等割額と平等割額の軽減制度

合計所得金額 軽減率

33万円以下のとき 7割

33万円＋（24万5,000円×世帯の被保険者数）以下のとき 5割

33万円＋（45万円×世帯の被保険者数）以下のとき 2割

【表１】国保税は、次の四つの項目を基に計算し、「医療分」「後期高齢者支援金分」「介護分」の組み合わせで
税額が決まります。

年間の国保税＝所得割額（Ａ）＋資産割額（Ｂ）＋均等割額（Ｃ）＋平等割額（Ｄ）

区分 所得割額（Ａ） 資産割額（Ｂ） 均等割額（Ｃ） 平等割額（Ｄ） 上限額

世帯の加入者の所得に
応じて計算

世帯の加入
者の資産に
応じて計算

世帯の加入
者数に応じ
て計算

世帯ごと
一律に計算

医療分 （所得※ー33万円）×5.90％ 22.0％ 18,000円 24,000円 51万円

後期高齢者支援金分 （所得※ー33万円）×2.40％ － 11,000円 － 16万円

介護分 （所得※ー33万円）×2.20％ 2.0％ 8,000円 7,000円 14万円

※「所得」とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いた金額です。遺族年金や
障害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの「所得控除」は適用しません。
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納
税
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
期
内
に
納
税
で
き
な
い
事
情

が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
日
の
業
務
時
間
の
ほ
か
、
夜
間

納
税
相
談
も
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。

　
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

未
納
期
間
に
応
じ
た
厳
し
い
措
置

が
取
ら
れ
、
十
分
な
給
付
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
未

納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
国
保

担
当
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付

市
民
課
国
保
・
年
金
係
（
市
役
所

本
庁
舎
１
階
３
番
）

■
夜
間
納
税
相
談
日

７
月
30
日（
水
）・
31
日（
木
）

午
後
７
時
30
分
ま
で

国
保
更
新
手
続
き
の

ご
案
内

○
限
度
額
適
用
認
定
証

○
限
度
額
適
用
・

　
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
入
院
や
外
来
受
診
で
、
医
療
費

の
窓
口
負
担
額
を
限
度
額
ま
で
に

す
る
認
定
証
で
す
。
市
県
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
入
院
時
の
食

事
代
も
減
額
に
な
り
ま
す
。
有
効

期
限
は
、
毎
年
７
月
末
ま
で
で
す
。

引
き
続
き
認
定
証
が
必
要
な
場
合

は
、
お
手
持
ち
の
認
定
証
、
保
険

証
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

※
８
月
以
降
に
認
定
証
が
必
要
で

な
い
場
合
は
、
手
続
き
不
要
で
す
。

※
国
保
税
の
未
納
が
あ
る
世
帯
は
、

認
定
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

○
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

　
人
工
透
析
や
血
友
病
な
ど
の
高

額
な
治
療
を
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

に
交
付
し
て
い
る
証
で
す
。
有
効

期
限
は
、
毎
年
７
月
末
ま
で
で
す
。

保
険
料
免
除
制
度

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
や
失
業
し

所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
は
、
ご
本
人
か

ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
申
請

後
に
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
申
請
に
は
所
得
に
応
じ
て
、

「
全
額
免
除
」「
４
分
の
３
免
除
」

「
半
額
免
除
」「
４
分
の
１
免
除
」が

あ
り
ま
す
。

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　
20
～
30
歳
未
満
の
人
で
、本
人
・

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
は
、
ご
本
人
か
ら
申
請

書
を
提
出
い
た
だ
き
申
請
後
に
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

○
高
齢
受
給
者
証

　
医
療
機
関
窓
口
の
負
担
割
合

（
１
割
、
２
割
、
３
割
の
い
ず

れ
か
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
証

で
、
70
～
74
歳
の
人
に
交
付
し

て
い
ま
す
。
有
効
期
限
は
毎
年

７
月
末
ま
で
で
す
。
新
し
い
証

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

―
◇
―
◇
―
◇
―

　
い
ず
れ
の
証
も
、
世
帯
に
平

成
25
年
中
の
市
県
民
税
の
申
告

を
し
て
い
な
い
人
が
い
る
と
、

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
受
け
付
け

　
松
本
年
金
事
務
所
お
よ
び
市
役

所
市
民
課
国
保
・
年
金
係
で
受
け

付
け
ま
す
。

26
年
度
免
除・納
付
猶
予
申
請

　
平
成
26
年
７
月
～
27
年
７
月
の

間
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
承
認
期
間
　
平
成
26
年
７
月
～

27
年
６
月

【
共
通
事
項
】

　
失
業
な
ど
の
場
合
は
、
特
例
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
１

▽
市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
３
４

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
や
納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
を
活
用
す
れ
ば
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
付
に
困
っ
た
ら
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
保
険
料
納
付
に
お
困
り
の
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
免
除・納
付
猶
予
制
度
の
ご
活
用
を
！
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後期高齢者医療制度のご案内
　後期高齢者医療制度は、長年にわたり社会に貢献してこられた 75歳以上（一定の障がいのある人は
65歳以上）の人の医療を、国民健康保険と同じように国民の皆さんで支え合う制度です。後期高齢者
の医療にかかる費用のうち、被保険者が医療機関などの窓口で支払う自己負担を除いた分は、国や都
道府県、市区町村が公費で約５割、現役世代が支援金（後期高齢者支援金）で約４割を負担し、残り
の１割を被保険者の皆さんから保険料として納めていただいています。

■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線 423・424

平
成
26
・
27
年
度
の

保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

　
75
歳
以
上
の
人
な
ど
が
加
入
し

て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
は
、
今
後
見
込
ま
れ
る

医
療
費
な
ど
を
推
計
し
て
２
年
ご

と
に
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率

は
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た

【
図
表
１
】。

　
本
年
度
の
個
人
別
の
保
険
料
額

の
決
定
通
知
は
、「
納
付
書
に
よ

る
現
金
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
の

人
」は
７
月
中
旬
に
、「
年
金
か
ら

の
天
引
き
の
人
」は
８
月
中
旬
に
、

市
か
ら
お
送
り
し
ま
す
。

加
入
者
の
年
間
保
険
料

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
の「
均

等
割
額（
被
保
険
者
一
人
一
人
に
か

か
る
金
額
）」
と
、「
所
得
割
額（
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
か
か
る

金
額
）」の
合
計
額
で
す【
図
表
２
】。

年
度
途
中
で
加
入
し
た
場
合
は
、

加
入
し
た
月
の
分
か
ら
計
算
さ
れ

ま
す
。

保
険
料
の
軽
減

　
所
得
の
低
い
人
、
制
度
加
入
直

前
に
社
会
保
険
や
健
康
保
険
組

合
な
ど
の
被
扶
養
者
と
し
て
保

【図表３】
■均等割額の軽減

【図表１】

【図表２】

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等の合計額 軽減後の均等割額

33万円
以下の場合

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下
（その他各種所得なし）の場合 9 割軽減 4,034円／年

上記以外の場合 8.5 割軽減 6,052円／年

33万円＋（24万5,000円×世帯の被保険者数）以下の場合 5 割軽減 20,173円／年

33万円＋（45万円×世帯の被保険者数）以下の場合 2 割軽減 32,277円／年

■所得割額の軽減
　被保険者の前年の総所得金額から基礎控除（33万円）を引いた額が 58万円以下（年
金収入で 211万円以下）の人は、所得割額が５割軽減されます。下線の金額が 0円（年
金収入で 153万円以下）の場合は、所得割額はかかりません。

■被扶養者の軽減
　後期高齢者医療制度加入直前に、被用者保険（市町村国保・国保組合は対象外）の被
扶養者であった被保険者は、所得割額がかからず、均等割額が 9割軽減となります。

険
料
の
負
担
が
な
か
っ
た
人
に

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
保
険

料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
軽

減
後
の
金
額
は
次
の
と
お
り
で

す【
図
表
３
】。

平成 26・27 年度の保険料率

▽均等割額　40,347 円
……………………（見直し前 38,239 円）

▽所得割率　8.10％	
……………………（見直し前　7.29％）

※１年間の保険料上限額　57万円
……………………（見直し前　55万円）

均等割額
被保険者１人当たり

40,347 円
＋ ＝

所得割額
本人の所得に応じた額

（所得※－33万円）×8.10％

年間保険料
（上限額 57 万円）
100 円未満切り捨て

※「所得」とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与
所得控除額など）を引いた金額です。遺族年金や障害年金は収入に含
めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの「所得控除」
は適用されません。



13 広報おおまち　2014.7

被
保
険
者
証（
保
険
証
）が

更
新
さ
れ
ま
す

　
現
在
お
使
い
の
ピ
ン
ク
色
の
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
26
年

７
月
31
日
ま
で
で
す
。
７
月
下
旬

に
だ
い
だ
い
色
の
新
し
い
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
、

27
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
ピ
ン
ク
色
の
保
険
証
は
、
８
月

１
日
以
降
に
ご
自
身
で
裁
断
す
る

な
ど
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
に
な
っ
て
も
新
し
い
保
険

証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
の
「
自
己
負
担
割
合
」

が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い

【
図
表
４
】。

　「
自
治
会
活
動
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
た
い
！
」「
イ
ベ
ン
ト

に
は
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
も

ら
い
た
い
！
」
と
い
う
と
き
の

チ
ラ
シ
作
り
や
広
報
誌
の
作
成
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
団
体
、

ま
た
、
個
人
で
も
情
報
を
発
信

す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
伝
え
た
い
気
持
ち
を

効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
学
び
、
思
わ
ず
手
に

取
る
チ
ラ
シ
を
作
る
実
践
型
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
23
日（
水
）、
８

月
18
日（
月
）　
全
２
回
　
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
会
場
　
市
役
所
　
東
庁
舎
　

２
階
　
東
大
会
議
室

■
対
象
・
定
員
　
自
治
会
、
市

内
で
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
で
、
２
回
と
も
参
加
で
き
る

高
額
療
養
費
の

対
象
に
な
っ
た
人
は

　
高
額
療
養
費
申
請
手
続
き
の
お

知
ら
せ
が
届
い
た
人
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
１
回
の
み

で
、
以
降
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
１
カ
月（
同
じ
月
内
）の
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え

た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
が
申

請
時
に
指
定
し
た
口
座
に
給
付
さ

れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
入
院
時
の
食
事
代
や

保
険
適
用
外
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
な

ど
は
、
支
給
対
象
外
で
す
。

　
ご
自
身
の
自
己
負
担
限
度
額
を

知
り
た
い
場
合
は
、
国
保
・
年
金

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

―
◇
―
◇
―
◇
―

非
課
税
世
帯
の
皆
さ
ん
は

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
提
出
を

　
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
入
院
ま
た
は
高
額
な
外
来
治

療
を
受
け
る
と
き
に
、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

機
関
窓
口
で
の
支
払
い
が
減
額
さ

れ
る
な
ど
の
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

人
　
先
着
20
人

■
講
師
　
富
岡
史ふ
み

棋き

さ
ん
（
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

■
費
用
　
５
０
０
円（
材
料
費
）

■
申
し
込
み
　
７
月
16
日（
水
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
。
住

所
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話

番
号
、
自
治
会
名
ま
た
は
所
属

団
体
名
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
マ
イ

カ
ッ
プ
、
所
属
団
体
の
活
動
資

料（
あ
る
場
合
）

■
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０
・
８
３
１

FAX

８
５
・
０
７
６
３

Ｅ
メ
ー
ル

sh
im

in
k
a
tsu

d
o
u
@

c
ity

.

o
m

ach
i.n

agan
o
.jp

　
有
効
期
限
は
毎
年
７
月
末
ま
で

で
す
が
、
一
度
申
請
し
て
い
た
だ

く
と
、
翌
年
も
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
は
、
期

限
前
に
市
か
ら
新
し
い
認
定
証
を

お
送
り
し
ま
す
。

　
入
院
し
て
認
定
証
を
提
出
せ
ず

医
療
機
関
で
支
払
い
を
し
た
場
合

は
、
差
額
が
高
額
療
養
費
と
し
て

給
付
さ
れ
ま
す
。

課
税
世
帯
の
皆
さ
ん
は

　
課
税
世
帯
の
人
は
、
保
険
証
の

提
示
だ
け
で
結
構
で
す
。「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【図表４】保険証見本

き
ら
り
！
　
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

思
わ
ず
手
に
と
る

チ
ラ
シ
づ
く
り
講
座

自己負担割合
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高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
に
、
介
護
相
談
や
支

援
を
行
っ
て
い
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
担
当
地
区
を
、
７
月

１
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。

■
変
更
内
容

▽
大
町
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

従
前
の
区
域
か
ら
社
地
区
を
除
く

▽
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

従
前
の
区
域
に
、
山
田
町
、
北
山

田
町
、
宮
田
町
を
追
加

▽
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

従
前
の
区
域
に
社
地
区
を
追
加

※
現
在
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

て
い
る
担
当
者
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
介
護
相
談
は
、
ど
の
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
福
祉
課
内
）

℡
市
内
４
１
７

　
今
秋
に
県
内
に
お
住
ま
い
の
60

歳
以
上
の
皆
さ
ん
で
行
う
芸
術
作

品
展
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の

総
合
的
な
祭
典
「
信
州
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
が
小
諸
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
出
品
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

作
品
展

■
期
日
　
▽
作
品
展
　
９
月
５
日

（
金
）～
７
日（
日
）　
▽
審
査
会
　

９
月
４
日（
木
）

■
会
場
　
小
諸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
、

乙
女
湖
体
育
館
ほ
か

■
募
集
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
手
工
芸
、
書
、
写
真

■
申
し
込
み
　
７
月
31
日（
木
）ま

で
に
、
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保

険
係
ま
た
は
大
町
保
健
福
祉
事
務

所
福
祉
課
に
あ
る
出
品
票
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
福
祉

課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係
ま
た
は

大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
へ
。

■
そ
の
他
　
出
品
料
は
無
料

※
作
品
返
却
時
の
運
送
料
は
自
己

負
担ス

ポ
ー
ツ
大
会

■
期
日
　
９
月
20
日（
土
）

■
会
場
　
小
諸
市
南
城
公
園
芝
生

広
場
ほ
か
小
諸
市
内
各
競
技
会
場

■
競
技
種
目
　
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
弓
道
、
テ
ニ

ス
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

■
参
加
費
　
５
０
０
円
／
人
　

（
資
料
、
保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み
　
７
月
31
日（
木
）ま

で
に
、福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険

係
ま
た
は
大
町
保
健
福
祉
事
務
所

福
祉
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、郵
送（
当
日
必
着
）

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、長
野
県
長

寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
本
部
へ
。

共
通
事
項

■
対
象
　
長
野
県
内
に
お
住
ま

い
の
60
歳
以
上
（
昭
和
30
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
）
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
人

―
◇
―
◇
―
◇
―

　
募
集
作
品
の
規
格
、
競
技
の

規
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係

℡
市
内
線
４
７
４

■変更前後の担当地区一覧表
変更前 変更後

大町市地域包括
支援センター

大町地区（北部地域包括支援セン
ター担当以外の地域）
社地区・八坂地区・美麻地区

大町地区（北部地域包括支援セン
ター担当以外の地域）
八坂地区・美麻地区

北部地域包括
支援センター

大町地区のうち　三日町、俵町、
不二塚町、大原町、大原２号団地、
中原町、東中原町、栄町、若原町

平地区

大町地区のうち　三日町、俵町、
不二塚町、大原町、大原２号団地、
中原町、東中原町、栄町、若原町、
山田町、北山田町、宮田町
平地区

南部地域包括
支援センター

常盤地区 常盤地区
社地区

7 1
から

募
集
　
作
品
・
出
場
選
手

2014

高
齢
者
介
護
相
談

担
当
地
区
を
変
更

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

平成24年には大町市でも開催
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★
き
ら
り
★ 

保
健
セ
ン
タ
ー
通
信
❶

　「
保
健
セ
ン
タ
ー
は
何
を
す
る
所
？
」　
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い
る
皆
さ
ん
以
外
は
、

そ
う
思
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
健
康
を
生
涯
に
わ
た
り
サ
ポ
ー
ト

す
る
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
が
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
を
皆
さ
ん
に
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
回
か
ら
５
回
に
わ
た
り
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
第
１
回
目
の
テ
ー
マ
は
、「
健
康
診
査
」で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

大町市の健診はお得です！
―健診項目が充実―

　市では、国で定められた特定健診項目に加え、
腎臓や貧血、尿酸などの検査を追加して行ってい
ます。上の表の太字が追加した検査です。

健
康
診
査
を
受
け
る
意
味
は
？

　
毎
日
の
食
事
や
生
活
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
、
体
の
状
態
と
と
も

に
血
液
や
血
管
の
状
態
も
日
々
変

化
し
て
い
ま
す
。

　
脳
血
管
疾
患
や
心
筋
梗
塞
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
起
こ
す
血
管
の

変
化
は
、あ
る
日
突
然
起
こ
る
の
で

は
な
く
、10
～
15
年
か
け
て
じ
わ
じ

わ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
間
、

痛
み
や
だ
る
さ
な
ど
の
自
覚
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
付
か
な
い
う
ち

に
、血
管
の
変
化（
動
脈
硬
化
）が
進

行
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　
毎
年
の
健
診
結
果
か
ら
、
数
値

を
見
比
べ
て
み
る
こ
と
で
、
血
管

の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
事
が
で

き
ま
す
。
健
診
は
、
毎
年
受
け
る

か
ら
こ
そ
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

眼底検査

市
の
健
康
診
査

■
対
象
者
と
健
診
料
金

▽
18
～
39
歳
の
人

：
２
０
０
０
円

▽
大
町
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
40
～
74
歳
）

：
無
料

▽
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

（
75
歳
以
上
）

：

無
料

▽
生
活
保
護
受
給
者

（
40
歳
以
上
）

：

無
料

■
健
診
の
種
類

①
集
団
健
診

：

公
民
館
、
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

②
個
別
健
診

：

実
施
医
療
機
関
で

行
っ
て
い
ま
す
。

③
プ
レ
ミ
ア
検
診

：

大
町
総
合
病

院
で
行
っ
て
い
ま
す
。

※
「
①
集
団
健
診
」「
②
個
別
健
診

の
実
施
医
療
機
関
」「
③
プ
レ
ミ
ア

検
診
」
の
日
時
や
場
所
な
ど
の
詳

細
は
、
２
月
上
旬
に
「
平
成
26
年

度
各
種
検
診
申
込
書
」
と
一
緒
に

送
付
し
た「
各
種
検
診
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
な
健
診
内
容

　
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検

査
、
血
液
検
査
、
問
診
・
医
師
診

察
、
心
電
図
・
眼
底
検
査

　
詳
細
は
、
左
の
表
を
参
照

※
心
電
図
・
眼
底
検
査
は
、
オ
プ

シ
ョ
ン
で
、
追
加
料
金
が
か
か
り

ま
す
（「
①
集
団
健
診
」
と
大
町
総

合
病
院
の「
②
個
別
健
診
」の
み
で

実
施
）。

―
　
◇
　
―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

　
社
会
保
険
加
入
者（
40
～
74
歳
）

は
、
職
場
で
健
康
診
査
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

健
診
結
果
と
個
別
結
果
説
明
会

　
集
団
健
診
を
受
け
希
望
す
る
人

に
は
、
個
別
結
果
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

　「
健
診
結
果
の
見
方
が
よ
く
分

か
ら
な
い
」「
食
事
は
こ
れ
で
い
い

の
？
」な
ど
の
疑
問
に
、
保
健
師
・

栄
養
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
随
時
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

健診項目 分かること

身長　体重
ＢＭＩ　腹囲 身体の大きさ

中性脂肪

内臓脂肪の
蓄積

血
管
へ
の
影
響

（
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
）

ＨＤＬコレステロール

ＧＯＴ　ＧＰＴ
γ－ＧＴＰ

尿酸
血管の傷み

血圧

赤血球　血色素
ヘマトクリット

血栓の
できやすさ

ＨｂＡ１ｃ・血糖
糖尿病

尿糖

ＬＤＬコレステロール

クレアチニン
腎機能 血

管
の
変
化

尿蛋白　尿潜血

心電図 心疾患

眼底検査 脳血管疾患

血小板　白血球 栄養状態
病気のなりにくさアルブミン　総蛋白
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大
町
の
夏
の
恒
例
行
事「
大
町

や
ま
び
こ
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
の
市
街
地
中
央
通
り
で
は
、

小
学
生
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や

和
太
鼓
の
演
奏
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、

ダ
ン
ス
、
み
こ
し
、
商
工
会
議
所

青
年
部
の
流
鏑
馬
試
乗
体
験
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
午
後
７
時
か
ら
は「
や

ま
び
こ
音
頭
」「
や
ま
び
こ
サ
ン

バ
」
の
踊
り
が
ス
タ
ー
ト
！
　
皆

さ
ん
、
お
誘
い
合
っ
て
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

　
や
ま
び
こ
ま
つ
り
の
前
夜
祭
と

し
て
、
恒
例
の「
ゆ
か
た
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
商
店
街
各
所
で

露
店
の
出
店
が
あ
り
、
素
敵
な
景

品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
を
行
い
ま
す
。
お
買
い
得
品
が

た
く
さ
ん
の
ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル

を
行
う
店
も
あ
り
ま
す
。「
ゆ
か

た
特
典
」が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ゆ
か
た
姿
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ゆ
か
た
の
無
料
着
付
け

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
ゆ
か
た
の
無
料
着

交
通
規
制
と

市
民
バ
ス「
ふ
れ
あ
い
号
」

　
２
日（
土
）の
午
後
３
時
か
ら
９

時
30
分
ま
で
、
市
街
地
中
央
通
り

は
歩
行
者
天
国
で
す
。
付
近
を
通

行
す
る
場
合
は
、
標
識
や
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
規
制

時
間
内
は
、「
ふ
れ
あ
い
号
」
の
迂

回
運
行
を
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

付
け
を
行
い
ま
す
。
着
付
け
を
希

望
す
る
人
、
着
付
け
を
習
い
た
い

人
は
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
時
間
　
午
後
４
時
～
６
時

■
会
場
　
仁
科
町
公
民
館
（
大
町

郵
便
局
南
）

■
持
ち
物
　
ゆ
か
た
、
帯
、
着
物

ベ
ル
ト
、
腰
ひ
も
３
本
、
伊
達
締
め
、

タ
オ
ル
３
本
、
お
し
ぼ
り
１
本

■
問
い
合
わ
せ

大
町
ゆ
か
た
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係
内
）

℡
市
内
線
５
４
２

■
対
象
と
な
る「
ふ
れ
あ
い
号
」

　
午
後
３
時
以
降
通
過
す
る
便
が

対
象
で
す
。

▽
平（
青
木
方
面
）コ
ー
ス

▽
平（
高
瀬
入
方
面
）コ
ー
ス

▽
常
盤（
清
水
方
面
）コ
ー
ス

▽
八
坂（
八
坂
線
）コ
ー
ス

▽
美
麻（
川
手
線
・
境
の
宮
線
）コ
ー
ス

▽
市
街
地
循
環
線

■
問
い
合
わ
せ

大
町
や
ま
び
こ
ま
つ
り
実
行
委
員

会（
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係
内
）

℡
２
１
・
１
２
０
１

大町市制施行60周年・合併10年記念

■日時　8月2日土 午後3時～9時
　　　　（歩行者天国は午後3時～9時30分）
■会場　市街地中央通り

ことしも盛り上がろう！

大町市制施行60周年・合併10年記念

第36回大町やまびこまつり前夜祭

ゆかた姿でまちへ行こう！

大町やまびこまつり

大町ゆかたまつり

■日時　8月1日金 午後4時30分～8時30分
■会場　市街地中央通り　商店街各所

第36回

第16回
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昨
年
８
月
、
京
都
府
福
知
山
市

の
花
火
大
会
で
、
露
天
商
店
主
が

発
電
機
に
ガ
ソ
リ
ン
を
補
給
し
よ

う
と
し
た
際
に
ガ
ソ
リ
ン
が
爆
発

炎
上
し
、
３
人
が
死
亡
、
50
人
近

く
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
大
惨
事
が

発
生
し
ま
し
た
。
原
因
は
、
ガ
ソ

リ
ン
携
行
缶
の
不
適
切
な
取
り
扱

い
で
し
た
。

　
ガ
ソ
リ
ン
は
危
険
性
が
高
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、身
近
に
あ
る
た
め
、

そ
の
危
険
性
を
軽
視
し
が
ち
で
す
。

ガ
ソ
リ
ン
を
灯
油
と
同
じ
感
覚
で

扱
わ
ず
、危
険
な
液
体
と
認
識
し
て

扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ソ
リ
ン
の
性
質

　
ガ
ソ
リ
ン
は
、
零
下
40
度
で
も

揮
発（
液
体
が
気
体
と
な
っ
て
拡
散

す
る
こ
と
）し
ま
す
。

　
真
冬
の
屋
外
で
も
、
ガ
ソ
リ
ン

が
入
っ
た
容
器
の
ふ
た
を
開
け
ラ

イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
な
ど
の
裸
火
を

近
付
け
る
だ
け
で
、
爆
発
的
に
燃

え
上
が
り
ま
す
。
静
電
気
や
電
気

火
花
な
ど
の
わ
ず
か
な
火
種
に
も

極
め
て
引
火
し
や
す
く
、
ガ
ソ
リ

ン
自
体
に
も
静
電
気
を
た
め
や
す

い
性
質
が
あ
り
ま
す
。

　
揮
発
し
た
ガ
ソ
リ
ン
は
空
気
よ

り
重
い
の
で
、
側
溝
な
ど
の
く
ぼ

み
に
た
ま
り
、
離
れ
た
所
で
も
思

わ
ぬ
火
花
に
よ
っ
て
引
火
し
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
の

正
し
い
取
り
扱
い
・
保
管
方
法

　
携
行
缶
を
安
全
に
使
用
す
る
た

め
に
、次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
、
高

温
の
場
所
で
保
管
し
な
い
。

　
携
行
缶
が
温
め
ら
れ
る
と
内
部

の
圧
力
が
高
く
な
り
、ふ
た
や
圧
力

調
整
ね
じ
を
開
け
た
途
端
、
噴
き

出
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

②
携
行
缶
の
ふ
た
を
開
け
る
前
に
、

圧
力
調
整
ね
じ
を
ゆ
っ
く
り
開
け

て
、
必
ず
圧
力（
ガ
ス
）を
抜
く
。

③
発
電
機
や
草
刈
り
機
な
ど
へ
の

給
油
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

し
、
風
通
し
の
良
い
場
所
で
行
う
。

④
灯
油
用
ポ
リ
タ
ン
ク
に
は
ガ
ソ

リ
ン
を
絶
対
に
入
れ
な
い
。

　
ガ
ソ
リ
ン
と
ポ
リ
タ
ン
ク
の
摩

擦
で
静
電
気
が
発
生
し
ま
す
。
容

器
が
変
形
し
漏
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
夏
は
花
火
大
会
や
納
涼
大
会
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
悲
惨
な
現
場
に
な
ら
な
い
よ

う
、
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
消
防
署
保
安
係

℡
２
２
・
０
１
１
９

　民地から道路や歩道に樹木や枝が
はみ出して、歩行者や自動車など
が通行する支障になっている場所が
あります。事故を未然に防ぐために、
民地からはみ出した樹木は剪

せ ん

定
て い

する
など適正な管理をお願いします。

■問い合わせ
　建設課維持係　℡ 市 内線６７８

道路に出ている樹木の剪定をお願いします
境界

歩道歩道 車道車道

境界

2.5m
4.5m

通行障害部

ガ
ソ
リ
ン
は

非
常
に
危
険
な
液
体
で
す

取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

ふた
（給油口）

圧力調整ねじ

ガソリン携帯缶

灯油用ポリタンク
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東
小
学
校

■
授
業
参
観
お
よ
び
校
長
講
話

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
校
長
講
話
も
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
11
日（
土
）

午
後
１
時
20
分
～
２
時
40
分

▽
会
場
　
東
小
学
校
　
プ
レ
イ

ル
ー
ム

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
東
小
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

　
自
分
の
走
力
に
合
わ
せ
て
、
児

童
と
一
緒
に
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

低
・
中
・
高
学
年
の
３
コ
ー
ス
か

ら
選
ん
で
参
加
で
き
ま
す
。

平
成
26
年
度
　
学
校
開
放
講
座

▽
日
時
　
10
月
31
日（
金
）

午
前
９
時
～
10
時
30
分

▽
会
場
　
東
小
学
校
　
周
辺
道
路

▽
そ
の
他
　
運
動
が
で
き
る
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
授
業
参
観

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
全
校
参
観
日
の
日
時

○
７
月
11
日（
金
）

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

○
11
月
13
日（
木
）

午
後
１
時
５
分
～
１
時
50
分

▽
低
学
年
参
観
日
の
日
時

平
成
27
年
２
月
13
日（
金
）

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
中
学
年
参
観
日
の
日
時

平
成
27
年
２
月
６
日（
金
）

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
高
学
年
参
観
日
の
日
時

平
成
27
年
２
月
19
日（
木
）

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

東
小
学
校
　
℡
２
２
・
０
６
１
１

西
小
学
校

■
国
際
交
流
集
会

「
ア
メ
リ
カ
を
知
ろ
う
！
」

仁
科
台
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ

ア
ン
ト
ニ
ー
・
チ
ェ
ロ
先
生
講
演

　
ア
メ
リ
カ
出
身
で
、

仁
科
台
中
学
校
や
市

内
の
小
学
校
で
た
く

さ
ん
の
児
童
・
生
徒
に

英
語
の
楽
し
さ
を
教

え
て
い
る
ア
ン
ト
ニ
ー

先
生
。
先
生
に
ア
メ

リ
カ
に
つ
い
て
幅
広
く

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

ア
メ
リ
カ
へ
の
関
心
を

深
め
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
２
日

（
水
）

午
前
10
時
50
分
～
11

時
30
分

▽
会
場
　
西
小
学
校

体
育
館

▽
そ
の
他
　
上
履
き

を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。■

お
話
を
聞
く
会

安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
た
め
に

～
情
報
化
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
～

　
情
報
化
社
会
に
伴
い
、
児
童
の

身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
ツ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。

使
い
方
や
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
お

話
を
聞
き
、
一
人
一
人
が
自
分
の

生
活
を
考
え
る
講
演
会
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
21
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
会
場
　
西
小
学
校
　
体
育
館

▽
講
師
　
南
澤
信
之
さ
ん
（
学
術

博
士
、
非
営
利
型
一
般
社
団
法
人

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
総
合
研
究
所

専
務
理
事
）

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
運
動
会

　
児
童
一
人
一
人
が
躍
動
す
る
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
20
日（
土
）　

　「
生
涯
学
習
の
機
会
と
し
て
、多
く
の
人
に
学
校
の
授
業
や
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」「
地

域
の
皆
さ
ん
に
近
所
の
学
校
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
市
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
本
部
と
市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
学
校
が
行
う
授
業
・
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
を
積
極
的
に
開
放

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
提
供
す
る
「
学
校
開
放
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
区
に
限
ら
ず
、
ど
こ
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
、
ご
自
身

の
学
習
機
会
と
し
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
学
校
施
設
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習･

青
少
年
係
　
℡
市
内
線
６
２
２

アントニー・チェロ先生
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学校開放講座

午
前
８
時
40
分
～
午
後
２
時
30
分

（
雨
天
順
延
）

▽
会
場
　
西
小
学
校
　
校
庭

■
校
内
音
楽
会

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
、
美
し
い
音
色
を
奏
で
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
７
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
会
場
　
西
小
学
校
　
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ

西
小
学
校
　
℡
２
２
・
０
０
１
９

南
小
学
校

■
運
動
会

　
児
童
一
人
一
人
が
躍
動
す
る
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
20
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

▽
会
場
　
南
小
学
校
　
校
庭

■
授
業
参
観

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
土
曜
参
観
日
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

の
期
日
　
10
月
18
日（
土
）

北
小
学
校

■
運
動
会

　
児
童
一
人
一
人
が
躍
動
す
る
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
20
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

▽
会
場
　
北
小
学
校
　
校
庭

■
授
業
参
観

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
25
日（
土
）

午
前
８
時
55
分
　
※
２
・
３
時
限

目
は
親
子
触
れ
合
い
活
動

■
な
か
よ
し・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

旬
間

　
各
学
年
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
体
験（
手

話
、
点
字
、
車
い
す
、
ア
イ
マ
ス
ク
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
な
ど
）
を
、
児
童

と
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
旬
間
中
は
、１
時
限
目（
午

前
８
時
55
分
～
９
時
40
分
）
を
中

心
に
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
28
日（
火
）～
11
月

14
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

北
小
学
校
　
℡
２
３
・
０
１
９
０

■
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
）

　
市
内
の
企
業
に
勤
務
し
な
が
ら
、

ア
ル
ペ
ン
・
チ
ェ
ア
ス
キ
ー
日
本

代
表
選
手
と
し
て
冬
季
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
た
谷
口
彰
さ

ん
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
29
日（
月
）

午
前
９
時
40
分
～
11
時
30
分（
予
定
）

▽
会
場
　
南
小
学
校
　
体
育
館

▽
演
題
　「
あ
り
の
ま
ま
で
」（
予
定
）

■
松
林
マ
ラ
ソ
ン

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
校
地

内
の
松
林
の
中
で
朝
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
会

終
了
後
、
10
～
11
月
に
か
け
て
全

校
で
取
り
組
み
ま
す
。
運
動
が
で

き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
時
間
　
午
前
７
時
45
分
～
８
時

15
分

　
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
走
る

「
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
」も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
】

▽
１
・
３
・
５
年
生

11
月
７
日（
金
）　
午
前
中

▽
２
・
４
・
６
年
生

11
月
６
日（
木
）　
午
前
中

■
問
い
合
わ
せ

南
小
学
校
　
℡
２
２
・
０
５
２
１

八
坂
小
学
校

■
授
業
参
観

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す（
例
外
あ
り
）。

▽
期
日
　
７
月
10
日（
木
）、
11
月

７
日
（
金
）
は
午
後
の
み
・
17
日

（
月
）、
平
成
27
年
２
月
７
日（
土
）

■
花
づ
く
り
・
花
壇
づ
く
り

　
全
校
縦
割
り
班
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
花
づ
く
り
の
活
動

を
し
ま
す
。

▽
春
花
壇
用
の
パ
ン
ジ
ー
の
種
ま
き

８
月
21
日（
木
）

午
前
９
時
40
分
～
10
時
25
分

▽
パ
ン
ジ
ー
の
苗
の
仮
植

９
月
17
日（
水
）

午
前
９
時
40
分
～
10
時
25
分

▽
パ
ン
ジ
ー
の
苗
の
定
植

10
月
22
日（
水
）

午
前
９
時
40
分
～
10
時
25
分

■
八
坂
大
運
動
会

　
保
育
園
、
小
学
校
、
八
坂
地
区

の
合
同
運
動
会
で
す
。

▽
期
日
　
９
月
14
日（
日
）

▽
会
場
　
八
坂
小
学
校
　
校
庭

■
問
い
合
わ
せ

八
坂
小
学
校
　
℡
２
６
・
２
０
１
０

八
坂
中
学
校

■
授
業
参
観

　
生
徒
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す
。

▽
期
日
　
７
月
９
日（
水
）、
11
月

17
日（
月
）、
平
成
27
年
２
月
７
日

（
土
）

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
学
習
総
合
発
表
会

や
ま
び
こ
祭（
文
化
祭
）

　
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

音
楽
会
、
ミ
ニ
運
動
会
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
会
、
各
種
展
示

な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日
　
９
月
26
日（
金
）・
27
日

（
土
）

■
問
い
合
わ
せ

八
坂
中
学
校
　
℡
２
６
・
２
０
２
０

美
麻
小
中
学
校

■
授
業
参
観

　
児
童
・
生
徒
の
生
活
や
学
習
の

様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
授
業
内

容
に
よ
っ
て
は
、
一
緒
に
参
加
す
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る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
10
日（
木
）　
午
後

１
時
45
分
、
11
月
17
日（
月
）　
午

後
１
時
45
分
、
平
成
27
年
２
月
７

日（
土
）　
午
前
９
時
45
分

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
梨
の
木
祭（
文
化
祭
）

　
学
芸
や
学
習
の
成
果
発
表
、
音

楽
発
表
が
あ
り
ま
す
。
児
童
・
生

徒
一
人
一
人
の
発
表
す
る
姿
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

○
９
月
26
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

（
開
祭
式
、
総
合
発
表
）

○
９
月
27
日（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時
40
分
（
音

楽
発
表
、
総
合
発
表
）

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

美
麻
小
中
学
校
　
℡
２
９
・
２
０
０
４

第
一
中
学
校

■
授
業
参
観

　
生
徒
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱

　
こ
ぶ
し
祭（
文
化
祭
）で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
合
唱
を
発
表
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
Ｏ
Ｂ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
大

歓
迎
で
す
。
一
緒
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
練
習
　
８
月
か
ら
５
回
程
度
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

▽
会
場
　
第
一
中
学
校
　
音
楽
室

▽
定
員
　
30
人
程
度

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

第
一
中
学
校
　
℡
２
２
・
１
２
６
２

仁
科
台
中
学
校

■
授
業
参
観

　
生
徒
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
28
日（
木
）、
10
月

14
日（
火
）、
平
成
27
年
２
月
27
日

（
金
）　
午
前
８
時
15
分

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
校
地
内
の
駐
車
場
お

よ
び
Ｊ
Ａ
大
北
ア
プ
ロ
ー
ド
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
11
日（
木
）、
10
月

28
日（
火
）、
平
成
27
年
２
月
５
日

（
木
）　
午
前
８
時
15
分

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

　
授
業
参
観
の
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
28
日（
火
）

午
後
３
時
～
４
時（
予
定
）

▽
会
場
　
第
一
中
学
校
　
体
育
館

▽
演
題
　
未
定

▽
講
師
　
谷
口
彰
さ
ん（
冬
季
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ア
ル
ペ
ン
・
チ
ェ

ア
ス
キ
ー
で
三
大
会
連
続
出
場
）

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
こ
ぶ
し
祭（
文
化
祭
）

　
学
習
・
作
品
展
、「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
や
英
語
ス
ピ
ー
チ

等
の
学
習
発
表
、
運
動
会
（
一
中

秋
の
陣
）、
音
楽
会
な
ど
を
行
い

ま
す
。
生
徒
が
一
人
一
人〝
輝
く
〟

姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
26
日（
金
）・
27
日

（
土
）　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
３

時
30
分

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

　
授
業
参
観
の
前
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
14
日（
火
）

午
後
１
時
15
分
～
２
時
40
分

▽
会
場
　
仁
科
台
中
学
校
　
体
育

館▽
演
題
　「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」（
予
定
）

▽
講
師
　
長
田
徹
さ
ん
（
文
部
科

学
省
教
科
調
査
官
）

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
校
地
内
の
駐
車
場
お

よ
び
Ｊ
Ａ
大
北
ア
プ
ロ
ー
ド
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
総
合
発

表
会
、
母
親
コ
ー
ラ
ス
祭

り
な
ど
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
コ
ー

ラ
ス
を
発
表
し
ま
す
。
保

護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
練
習
　
原
則
と
し
て
毎

月
第
２
・
４
火
曜
日
　
午
後

７
時
～
８
時

▽
会
場
　
仁
科
台
中
学
校

音
楽
室

▽
そ
の
他
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ

Ｂ
の
皆
さ
ん
は
年
会
費
が

必
要
で
す
。

■
蓮
華
祭（
文
化
祭
）

　
意
見
文
発
表
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
発
表
、
運
動
会
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
、
吹
奏
楽
部
発
表
な

ど
を
行
い
ま
す
。
生
徒
一
人
一
人

の
学
習
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
９
月
26
日（
金
）、
27
日

（
土
）

▽
そ
の
他
　
校
地
内
の
駐
車
場
お

よ
び
Ｊ
Ａ
大
北
ア
プ
ロ
ー
ド
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

仁
科
台
中
学
校
　
℡
２
２
・
１
８
１
７

西小学校運動会
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大町市の企業紹介�
ー地域を支える地方企業ー

　
環
境
負
荷
低
減
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
る
中
、
当
社
は
、
北

ア
ル
プ
ス
を
望
む
美
し
い
自
然
を
守
り

つ
つ
地
域
産
業
の
発
展
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
24
年
12
月
に
設
立
し
、
太

陽
光
発
電
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
太

陽
光
発
電
は
、
燃
料
を
一
切
使
用
せ
ず

太
陽
の
光
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
た

め
、
空
気
汚
染
が
全
く
な
く
、
二
酸
化

炭
素
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削

減
に
効
果
が
あ
る
事
業
の
一
つ
と
し
て

注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
25
年
７
月
に
は
、
平
・
西
原
に
大
町

市
で
初
の
２
メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
発
電
能
力
を
有
す

る
「
北
ア
ル
プ
ス
太
陽

光
発
電
所
」
を
建
設
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
一
般

世
帯
５
７
７
世
帯
分
の

年
間
消
費
電
力
に
相
当

し
、
年
間
の
二
酸
化
炭

素
を
６
５
４
・
16
ト
ン

削
減
し
ま
す
。
本
年
７

月
に
は
、
北
原
町
・
宮

田
町
に
５
０
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
発
電
所
が
完

成
す
る
ほ
か
、
以
後
、

数
カ
所
建
設
予
定
で

　
当
社
は
、
大
正
12
年
に
現

代
表
の
父
、
鉄
夫
が
創
業
し

ま
し
た
。
当
初
は
、
日
用
品

な
ど
の
荒
物
雑
貨
を
取
り

扱
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ

の
後
、
和
紙
の
製
造
販
売
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
福
島

紙
店
と
称
し
た
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
が
激

し
く
な
っ
た
数
年
間
は
店
を

閉
め
て
い
ま
し
た
が
、
終
戦

と
と
も
に
営
業
を
再
開
し
、

昭
和
26
年
に
㈲
北
福
島
商
店

と
し
て
法
人
を
設
立
し
、
48

年
に
㈲
北
福
島
に
変
更
し
ま

し
た
。

　
現
在
の
主
力
商
品
で
あ
る
事
務
用
品

に
つ
い
て
は
、
昭
和
10
年
代
に
コ
ク
ヨ

社
の
洋
式
帳
簿
や
洋
式
文
房
具
を
扱
う

よ
う
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
30

年
代
に
は
、
当
時
、
青
焼
き
と
呼
ば
れ

て
い
た
リ
コ
ー
社
の
ジ
ア
ゾ
複
写
機
を

販
売
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
地
域

で
最
初
の
事
務
機
器
の
取
り
扱
い
で
し

た
。
ま
た
、
輪
転
謄
写
機
、
電
子
式
複

写
機
な
ど
多
種
類
の
複
写
機
も
扱
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
40
年
に
入
る
と
、

そ
の
当
時
で
は
画
期
的
な
商
品
で
あ
っ

す
。
ま
た
、
大
町
市
の
「
め
ぐ
み
　
め

ぐ
る
ま
ち
」の
理
念
に
基
づ
き
、グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
の
跡
地
利
用
と
し
て
太
陽
光

発
電
を
提
案
す
る
な
ど
、
地
域
発
展
の

た
め
意
欲
的
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　「
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
」「
こ
の

美
し
い
自
然
環
境
を
未
来
に
残
す
た

め
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
こ
と
は
何

か
」
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
自
然
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
電
子
式
計
算
機
が
発
売
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
社
は
当
初
か
ら
取
り
扱
い
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
商
品
は
時
代
の
変
遷
を
経

て
、
現
在
の
電
卓
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
へ

と
進
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
当
社
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
み
な
ら
ず
、
北
安
曇

郡
や
安
曇
野
市
ま
で
、
お
客
さ
ま
の
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
、
最
新
の
事
務
機
器
や
付
随
す
る
商

品
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　「広報おおまち」では、市内の企業を紹介しています。内容は企業から提出い
ただいた原稿を基に掲載しています。掲載を希望する企業は、産業立地戦略室

（℡ 市 内線541）までご連絡ください。

ソ
ー
ラ
ー
カ
ナ
モ
リ
株
式
会
社

有
限
会
社
　
北
福
島

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す

事
務
用
品
、
学
用
文
具
、
事
務
機
器
を
販
売

■所　在　地：大町市大町１２５２－５（白塩町）
℡22－8801

■ホームページ：http://www.kanamoriken.co.jp/
■代　表　者：代表取締役　金森次郎
■事 業 内 容：自然エネルギーなどに関する事業

■所　在　地：大町市大町2537（上仲町）　℡22－0123
■ホームページ：http://www.kitafukusima.co.jp/
■代　表　者：代表取締役　福島辰郎
■事 業 内 容：事務用品・文具・事務機器小売
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　「
第
14
回
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
ま
つ
り
」
が
５
月
24
・

25
日
に
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
囲
碁
愛
好

家
約
３
０
０
人
が
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
24
日
は
黒
部
観
光
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
二
十
四
世

本
因
坊
秀
芳
な
ど
プ
ロ
棋
士
13
人
が
１
人
で
３
～
５

人
と
同
時
に
対
局
し
終
了
後
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

「
指
導
碁
」を
開
催
。
プ
ロ
棋
士
と
愛
好
家
の
懇
親
会

も
あ
り
ま
し
た
。

　
25
日
は
総
合
体
育
館
で
、
実
力
ご
と
に
７
階
級
で

優
勝
を
争
う「
知
事
杯
・
市
長
杯
争
奪
囲
碁
大
会
」
を

開
催
し
、
全
国
の
愛
好
家
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
と
し
は
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
10
周

年
の
特
別
企
画
「
吉
原
由
香
里
六
段
に
よ
る
囲
碁
教

室
と
プ
ロ
棋
士
と
の
交
流
会
」
も
あ
り
、
小
学
生
を

中
心
に
40
人
が
参
加
。
囲
碁
入
門
教
室
の
ほ
か
、
囲

碁
の
碁
石
の
数
を
素
早
く
数
え
る

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
目
算
ゲ
ー
ム
」
も
行

い
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
は
、
下
島
陽
平
八
段
と
大

澤
健
朗
二
段
が
軽
快
な
ト
ー
ク
で
司

会
を
務
め
、
子
ど
も
、
大
人
、
プ
ロ

棋
士
が
入
り
混
じ
り
早
押
し
で
対
戦
。

最
年
少
の
５
歳
の
園
児
が
答
え
た
り
、

プ
ロ
棋
士
が
瞬
時
に
答
え
た
り
す
る

と
、
会
場
か
ら「
お
お
！
」と
い
う
声

や
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
弟
と
参

加
し
た
仁
科
眞ま

清す
み

君（
西
小
５
年
）は

「
プ
ロ
は
数
え
る
の
が
早
く
て
び
っ

く
り
」と
話
し
ま
し
た
。

　
県
が「
信
州 

山
の
日
」
を
定
め
て
初
め
て
迎
え
る
夏
山

シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
、
針
ノ
木
岳
慎
太
郎
祭
が
６
月
１
日
、

針
ノ
木
大
雪
渓
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
典
は
、
日
本

の
近
代
登
山
の
先
駆
者
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
百
瀬
慎
太

郎
の
業
績
を
た
た
え
、「
岳
都
お
お
ま
ち
」の
夏
山
の
開
山
祭

も
兼
ね
て
毎
年
６
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
57
回
目
と
な
っ
た
こ
と
し
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、「
山
ガ
ー

ル
」
ス
タ
イ
ル
の
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス
や
県
内
外
か
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
。
シ
ー
ズ
ン
中
の
山
の
安
全
な
ど
を
祈

願
す
る
神
事
の
後
に
は
記
念
登
山
が
行
わ
れ
、
班
ご
と
に

別
れ
た
希
望
者
が
リ
ー
ダ
ー
を
先
頭
に
針
ノ
木
峠
を
目
指

し
ま
し
た
。

　
大
町
市
民
バ
ス

「
ふ
れ
あ
い
号
」の

新
し
い
路
線
「
市

街
地
循
環
線
」
が

６
月
２
日
、
運

行
を
開
始
し
ま
し

た
。
運
行
前
に
は

信
濃
大
町
駅
バ
ス

停
で
出
発
式
を
行

い
、
牛
越
市
長
な

ど
関
係
者
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
で
祝
い

ま
し
た
。

　
両
親
が
慎
太

郎
祭
で
結
婚
式

を
挙
げ
た
栗

原
す
ず
さ
ん

（
西
小
５
年
）と

蓮
太
郎
く
ん

（
西
小
３
年
）は
、

「
山
に
来
る
と

景
色
が
き
れ
い

で
好
き
。
山
に

登
っ
て
頂
上
に

着
く
と
す
っ
き

り
し
て
『
や
っ

た
ー
』と
思
え
る
か
ら
好
き
」と
山
の
魅
力
を
話
し
雪

渓
を
登
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　「
市
街
地
循
環
線
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
買
い

物
や
病
院
な
ど
の
利
用
に
便
利
な
路
線
を
」
と
の
要

望
を
受
け
新
設
。
バ
ス
は
定
員
13
人
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク

ス
車
で
、
外
装
に
は
北
ア
ル
プ
ス
や
お
お
ま
ぴ
ょ
ん

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
は「
右
回
り
」と「
左
回
り
」の
２
種
類
。
平

日
は
そ
れ
ぞ
れ
１
日
５
便
、
土
曜
日
は
４
便
の
運
行

で
す
。
信
濃
大
町
駅
バ
ス
停
か
ら
大
町
総
合
病
院
や

商
店
街
、
大
型
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
経
由
し
、
40
分
で

１
周
し
ま
す
。
１
回
の
乗
車
運
賃
は
、
大
人
２
０
０

円
、
子
ど
も
１
０
０
円
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
が

あ
る
場
合
は
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
始
発
バ
ス
に
乗
ろ
う
と
友
人
と
一
緒
に
来
た
60

代
の
女
性
は
、「
街
中
を
走
る
の
で
便
利
だ
と
思
う
。

上
手
に
使
い
た
い
」と
話
し
乗
車
し
ま
し
た
。

３
０
０
人
が
大
町
に
集
結

第
14
回
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
ま
つ
り

夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

針
ノ
木
岳
慎
太
郎
祭

市
街
地
を
巡
る
市
民
バ
ス
が
ス
タ
ー
ト
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ときめきマイ・シティー

　
く
ろ
よ
ん
50
周

年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
は
黒
部
ダ

ム
竣
し
ゅ
ん
こ
う工

記
念
日
の

６
月
５
日
、
ト
ロ

リ
ー
バ
ス
黒
部
ダ

ム
駅
で
石
原
裕
次

郎
記
念
プ
レ
ー
ト

の
除
幕
・
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
記
念
プ

レ
ー
ト
は
、
黒
部

ダ
ム
完
成
50
周
年

を
記
念
し
石
原
ま
き
子
さ
ん
（
石
原
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会

長
）
が
寄
贈
し
た
裕
次
郎
さ
ん
の
直
筆
を
プ
レ
ー
ト
に
し

た
も
の
で
、
裕
次
郎
さ
ん
が
映
画「
黒
部
の
太
陽
」公
開
初

日
に
来
た
お
客
さ
ん
の
列
を
見
て
日
記
に
つ
づ
っ
た
「
生

涯
心
残
る
日
と
な
る
事
で
あ
ろ
う
。」と
い
う
言
葉
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
石
原
プ
ロ
の
「
21
世
紀
の
裕
次
郎
を
探

せ
！
」
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
の
徳
重
聡
さ
ん
が
駆
け
付
け
、

関
係
者
と
除
幕
し
設
置
を
祝
い
ま
し
た
。「
黒
部
の
太
陽
」

ロ
ケ
で
裕
次
郎
さ
ん
が
使
用
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
除
幕
に

合
わ
せ
初
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
愛
知
県
豊
橋
市
か
ら
訪
れ
た
女
性
は
「
裕
次
郎
さ
ん
は

男
っ
ぽ
い
人
で
し
た
け
れ
ど
、
や
さ
し
い
字
で
す
ね
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
開
通
50
周
年
を
迎
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
は
６
月
12
日
の
定
例
記
者

会
見
で
、
二
つ
の
商
品
の
発
売

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
信
濃
大
町
地
サ
イ
ダ
ー
製
作

委
員
会
は
、
ご
当
地
サ
イ
ダ
ー

「
ハ
サ
イ
ダ
ー
」
を
発
表
。
原
料

の
水
は
、
黒
部
ダ
ム
建
設
当
時
、
大
町
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
難

所
で
あ
っ
た
破
砕
帯
の
湧
水
を
使
用
し
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
基

に
な
っ
て
い
ま
す
。同
製
作
委
員
会
は「
甘
さ
控
え
め
の
さ
っ

ぱ
り
と
し
た
飲
み
口
が
特
徴
。
黒
部
ダ
ム
と
大
町
の
歴
史
的

な
結
び
付
き
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
価
格
は
２
０
０
円（
消
費
税
込
み
）。
黒
部
ダ
ム
や
市
内

土
産
店
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
中
で
す
。

　
㈱
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

は「
黒
部
ダ
ム
カ
レ
ー
」を
発

表
。
２
年
ぶ
り
４
回
目
の
発

売
で
、
期
間
限
定
商
品
で
す
。

同
社
は
「
今
回
は
人
気
が
高

か
っ
た
初
代
の
復
刻
版
。
こ

の
商
品
を
買
っ
た
人
が
黒
部

ダ
ム
な
ど
を
訪
れ
観
光
を
満

喫
し
、
市
内
の
黒
部
ダ
ム
カ

レ
ー
も
食
べ
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。
価
格

は
５
０
０
円（
消
費
税
込
み
）。

県
内
１
４
７
店
舗
で
販
売
中
で
す
。

　
牛
越
市
長
は「
経
済
を
再
生
し
て
い
く
取
り
組
み
と
し
て
、

い
ず
れ
の
商
品
も
地
域
の
元
気
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
市
は
６
月
19
日
、

西
公
園
親
水
施
設

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
親
水
施
設
は
、

大
町
の
豊
か
な
水
資

源
を
よ
り
身
近
に
手

や
体
で
触
れ
ら
れ
る

空
間
を
提
供
す
る
目

的
で
整
備
し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、

は
な
の
き
保
育
園
、
こ
ま
く
さ
幼
稚
園
の
園
児
や
関
係
者
約

１
５
０
人
が
集
ま
り
供
用
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
、
整
備
に
当
た
り
懇
談
会
を
開
催
し
市
民
の
皆

さ
ん
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
形
状
は
湧
水
か
ら
始
ま
る
大
町

の
一
連
の
水
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
。
主
に
自
然
石
を
使
い
ノ

ン
ス
リ
ッ
プ
加
工
や
角
は
丸
く
仕
上
げ
る
な
ど
、
水
路
や
噴

水
で
遊
ぶ
際
の
安
全
面
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
暑
い
日
差
し
の
下
で
行
っ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
噴
水
か

ら
水
が
噴
き
出
す
と
歓
声
が
上
が
り
、
早
速
子
ど
も
た
ち
が

水
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
親
子
で
訪
れ
た
山
岸
麻
代
さ
ん

（
社
・
山
下
）
は
「
西
公
園
に
は
子
ど
も
を
連
れ
て
よ
く
遊
び

に
来
る
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
安
心
し
て
水
遊
び
を
さ
せ
ら

れ
る
の
で
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

石
原
裕
次
郎
さ
ん
の
記
念
プ
レ
ー
ト
を

設
置　
黒
部
ダ
ム
駅

「
ハ
サ
イ
ダ
ー
」

「
黒
部
ダ
ム
カ
レ
ー
」
を
発
売

噴
水
を
楽
し
む
！

西
公
園
親
水
施
設
オ
ー
プ
ン
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

れきしの時間―たいら郷土講座
「足元の歴史から郷土を知ろう」
第１回「地・道・水のこと―今に面影を残す昔の姿を知る」

　足元に目を向けて身近な題材から地域の歴史を探

る講座です。普段、何げなく目にしている道や川、

田んぼ…。どうしてここに道があり川があるのでしょ

う。そのいわれをたどると、郷土の昔の姿が浮かび

上がってきます。

　私たちの郷土は、先人たちの多くの汗と努力の上

に築き上げられてきました。その足跡は身の回り

の土地・道・川の名などに残されています。歴史は、

私たちの暮らしの中にひっそりと、しかししっかり

と息づいています。一緒に足元の歴史を探りましょ

う。参加無料です。

■日時　８月８日（金）　午後７時～９時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　学習室

■対象　市内にお住まいの人　先着20人程度

■講師　荒井今朝一さん（大町市教育長）

■持ち物　筆記用具

■申し込み　７月10日（木）から受け付けます。電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

サークル１日体験
「社交ダンスで楽しく健康アップ！」
　軽快なステップに華麗な衣装。見た目は優雅な社

交ダンスですが、実はウオーキングと同じくらいの

運動量があります。第２の心臓といわれる足を動か

すことで、心肺機能と筋力を高めることができます。

背筋がピシッと伸びて若々しくなり、音楽に合わせ

て踊れば、脳の活性化もバッチリです。見学と体験

ができます。申し込み不要、参加無料です。男性も

女性もお気軽にShall We ダンス？

■日時　８月18日（月）　午後７時30分～９時30分

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂

■講師　田中伸子さん、松沢信さん（全国社交ダンス

教師協会講師）

■協力サークル　あすなろクラブ、つくし同好会

たづな寿司でおもてなし〝料理講座

〝

　黄色やピンク、緑と色鮮やかな具材で目にもおい

しい手綱ずし。おもてなしの一品にいかがでしょうか。

　いろいろな料理に使えて、調味料の一つとしても

大活躍の玉ネギ氷を使った料理も紹介します。

■日時　７月24日（木）　午前９時～午後０時30分（試

食時間含む）

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　調理実習室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着16人

■講師　近藤敏子さん（長野県栄養士会中信支部所属

栄養士）

■費用　600円（材料費）

■持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具

■申し込み　７月７日（月）～16日（水）までに、電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。希望する場合は７月16日

（水）までに、平公民館・女性未来館ピュアへ。

サークル１日体験「茶道（表千家）」
　初めての人、以前に茶道をやっていた人、どうぞお

気軽にお越しください。おいしい抹茶とお菓子を味わ

いながら、日本の伝統文化に触れてみましょう。参加

無料です。

■日時　７月16日（水）　午前10時～正午

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　茶室

■定員　先着10人

■講師　田口正子さん（表千家茶道教授）

■協力サークル　静和会

■申し込み　７月15日（火）までに、電話または直接、

平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　未就学児の託児あります。希望する場合は

７月11日（金）までに、平公民館・女性未来

館ピュアへ。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線２２－０６９４
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常盤公民館 大町公民館

文化財センター

■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１

パソコン教室
「基礎から学ぶ楽しいエクセル講座」
　家計簿や決算書などの作成に便利な表計算ソフトの

エクセル。「使ってみたいけど、使い方が分からない」

「難しそう」といった声をよく聞きますが、使ってみる

と意外に分かりやすく、とても便利なソフトです。基

礎から楽しく学んでみませんか。

■日時　７月23日（水）・24日（木）・25日（金）・29日（火）・

31日（木）、８月１日（金）・４日（月）・５日（火）・

７日（木）・11日（月）　全10回　午後１時～３時

■会場　常盤公民館　視聴覚室

■対象・定員　文字入力、マウス操作などパソコンの

基本操作ができる人　先着16人

■講師　阿部みやこさん（パソコンスクールそらる）

■費用　1,500円（テキスト代）

■持ち物　ノートパソコン、筆記用具

■申し込み　７月３日（木）から受け付けします。電話

または直接、常盤公民館へ。

生涯学習支援講座「山岳講演会」

　常盤公民館では、生涯学習活動で学んだ成果を披露

してもらえるよう、生涯学習支援を進めています。今

回は、長年にわたり常盤公民館登山の引率をしていた

だいた松原繁さんを講師に「山岳講演会」を開催します。

　公民館登山の歴史から自身の体験談など、登山の魅

力を講演いただきます。申し込み不要、参加無料です。

ネパールティーの試飲も用意しています。大勢の皆さ

んのご参加をお待ちしています。

■日時　７月25日（金）　午後７時～９時

■会場　常盤公民館　学習室

■講師　松原繁さん（大町山の会）

■持ち物　筆記用具

■その他　生涯学習支援講座で実施してみたいことな

どを随時募集しています。常盤公民館まで

ご連絡ください。

平成26年度

北アルプス囲碁・将棋大会　夏季大会
　恒例の「北アルプス囲碁・将棋大会（夏季大会）」を

開催します。この機会に、実力を試してみませんか。

参加無料です。大勢の皆さんのご参加をお待ちして

います。

■日時　７月13日（日）　午前10時

▽受け付け　午前９時～９時30分

■会場　大町公民館（文化会館）

■対象　中信地区にお住まいか、勤務している人

■種目　 ▽囲碁　Ａ級の部（有段者）、Ｂ級の部（一般）

▽将棋　Ａ級の部（有段者）、Ｂ級の部（一般）

■申し込み　当日会場で受け付けしてください。

■その他　昼食の申し込みを当日受け付けます。（昼

食代500円）

■問い合わせ

大町公民館（文化会館）　℡・有線２２－９９８８

文化財講座　おおまちの歴史と自然
第２回　大町市制施行60周年・合併10年記念

上原遺跡調査65周年および長野県史跡指定55周年記念講座
上原遺跡ストーン・サークルのなぞをさぐる

　合併直前の旧平村で昭和25～27年に調査が行われ、

大町市となった後、昭和34年に県史跡に指定された上

原遺跡の調査考察からその重要性を探ります。どなた

でも受講できます。受講無料です。ぜひご参加ください。

■日時　７月12日（土）　午後２時～４時

■講師　島田哲男さん（文化財センター所長）

■申し込み　初めて受講する人は、事前に電話で文化

財センターへ。

■会場・問い合わせ

文化財センター　℡・有線２３－４７６０

上原遺跡ストーン・サークル
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山岳博物館

生涯学習

常設展スポットガイド
　ことし３月29日に館内の常設展示をリニューアルし

た山岳博物館。新しくなった常設展示について、各展示

コーナーにある資料などの見所を、学芸員や専門員が解

説します。解説するコーナーは「山と人」「山の地史」「山

と生き物（植物）」で、日替わりで行います。申し込み不要、

どなたでも参加できます。

■期日　７月19日（土）・20日（日）・21日（月）、

８月15日（金）・16日（土）・17日（日）

■時間　午前10時30分、午後２時30分　※所要時間は

20分程度で、午前・午後とも内容は同じ。

■会場　山岳博物館

■観覧料金　「日本山岳画協会大町展」に記載あり。

中部山岳国立公園指定 80 周年記念
大町市制施行60周年・合併10年記念

日本山岳画協会大町展
　日本山岳画協会（会員24人）による国内外の山岳風景

画を紹介する企画展を開催します。企画展は２部構成で、

展示作品が変わります。絵画に描かれた山岳美や山の魅

力をご覧ください。

■テーマ・期間

▽第１部「日本の山・世界の山」

７月19日（土）～９月15日（月）

▽第２部「北アルプスを中心とした山岳画」

９月17日（水）～11月24日（月）

■時間　午前９時～午後５時　※入館は午後４時30分まで

■会場　山岳博物館　特別展示室、講堂

■観覧料金　大人400円、高校生300円、小中学生200円　市内の小中学生と65歳以上の人は無料。　※毎月第

３日曜日の「家庭の日」と前日の土曜日は無料（大町市民のみ）

■その他　７～８月は無休。休館日は、月曜日、祝日の翌日。

オープニングセレモニー
■期日　７月19日（土）

■時間・内容　

▽午前10時～10時25分　式典

▽午前10時30分～11時10分　展示解説

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線２２－０２１１

ワークショップ
　山岳風景画の描き方や登山時のエピソードなど、日本山岳

画協会の皆さんによる作品解説を行います。申し込み不要です。

■日時　８月10日（日）、9月14日（日）、10月12日（日）・

26日（日）　１日２回　午前10時30分～11時、午

後２時～２時30分

武井清「春の穂高連峰」Ｆ100　油彩画
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山岳博物館

おおまち情報センター

中部山岳国立公園指定80周年記念　大町市制施行60周年・合併10年記念
長野県環境保全研究所・市立大町山岳博物館連携・協定締結記念

さんぱくこども夏期だいがく
　小学生向けの夏休み講座「さんぱくこども夏期だいがく」はことしで５年目。山や自然に触れ合うことを目的に、

山岳博物館周辺の野外で２日間開催します。参加無料です。

1ワークショップ「画家の先生といっしょに北アルプスを描こう！」
　企画展「日本山岳画協会大町展」の絵を見ながら、講師の日本山岳画協会の先生に描き方のこつなどを教わり、

北アルプスの山の絵を描きます。

■日時　８月７月（木）　午前９時～正午　※雨天決行

■会場　山岳博物館、大町公園　※雨天時は、長野県山岳総合センター

■対象・定員　小学１～６年生　先着25人

■持ち物　絵の具（水彩、クレヨンなど）、筆記用具、飲み物、帽子、タオル　※画板・画用紙は用意します。

■申し込み　８月２日（土）までに、電話で山岳博物館へ。

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線２２－０２１１

2「みんなで温暖化ウオッチ　セミのぬけがらを探せ！」
　山岳博物館では、長野県環境保全研究所と共催で、地球温暖化が身

近な自然にどのような影響を及ぼしているのかを知るために、セミの

抜け殻を調べます。

　毎年同じ場所で調べ続けることにより、自然の変化が見えてきます。

その変化から地球温暖化の地域への影響を考えます。夏休みの自由研究にも最適です。

■日時　８月８日（金）　午前10時～正午　※雨天決行

■会場　山岳博物館周辺（大町公園) 	 　■集合場所　山岳博物館駐車場

■対象・定員　小学生以上　先着20人	 　■持ち物　筆記用具、飲み物、帽子、タオル

■申し込み　郵便番号・住所・氏名・電話番号を添えて、電話またはファックス、Ｅメールで、長野県環境保全

研究所へ。

■申し込み先・問い合わせ　長野県環境保全研究所　℡０２６－２３９－１０３１　FAX ０２６－２３９－２９２９

Ｅメール　kanken-shizen@pref.nagano.lg.jp

ＩＴ講習　「Ｗｉｎｄｏｗｓ８を知ろう講座」
　パソコン買い替えや購入を考えている皆さん、購入したけれど今まで使っていたパソコンとの違いに戸惑って

いる皆さん向けのウィンドウズ８の基本機能を学ぶ講座を開催します。

■日時　７月23日（水）・25日（金）・29日（火）、８月１日（金）・４日（月）・５日（火）・７日（木）・11日（月）　

全８回　午後６時～８時

■対象・定員　市内にお住まいで、マウス操作、キーボード操作による文字入力ができる人　16人　※定員を

超えた場合は抽選

■費用　1,500円（テキスト代）　　■申し込み　７月17日（木）までに、直接、おおまち情報センターへ。

■その他　おおまち情報センターのパソコンを使用します。申し込みが８人に満たない場合は、講座は行いません。

■会場・問い合わせ　おおまち情報センター　℡２１－３８００
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生涯学習
総合体育館

平成26年度　少年少女球技大会
　スポーツを通して、少年少女の健全育成に努めるとともに、地域

の連帯感と相互の親睦を図ることを目的として、大会を開催します。

■期日　８月３日（日）　※野球のみ、雨天の場合は４日（月）開催、

４日が雨天の場合は中止

■開会式　 ▽時間　午前８時

　 ▽会場　総合体育館　大アリーナ

■種目　 ▽野球（男子）

▽ソフトバレーボール（男子・女子）

■参加資格

　 ▽共通事項　市内の分館単位と八坂地区・美麻地区で、小学５年

生～中学校３年生の児童・生徒

　 ▽野球　分館単独でチーム編成が困難な場合は、隣接する４分館

までの合同が可能

　 ▽ソフトバレーボール　同地区内の分館との合同が可能。原則と

して、合同相手の分館も単独でチーム編成が困難な分館に

限るものとし、それが困難な場合は申込期限前に総合体育

館まで連絡すること。ただし、八坂地区・美麻地区はこの

限りではない。　※詳しくは事前にお問い合わせください。

■申し込み　７月14日（月）までに、総合体育館にある申込書に必

要事項を記入の上、直接、総合体育館へ。

■主将会議　７月18日（金）午後６時から、総合体育館小アリーナで行います。監督と主将は出席してください。

出席できない場合は、代理人が出席してください。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

日商簿記３級チャレンジ講座
　不動の人気を誇る日商簿記検定は公的資格です。学生の皆さんには「履歴書に

記入できる資格」として就職対策になり、社会人の皆さんには「基礎力」として必

要不可欠です。それ以外にも、一般常識レベルの計算能力（採算感覚）を身に付

けるために簿記の学習は有効な手段です。この機会にご参加ください。

■日時　８月28日～11月６日　毎週木曜日　全11回　午後７時～９時

■会場　大町商工会館　会議室、中心市街地多目的ホール

■定員　先着20人

■受講料　5,500円　※検定試験を受験しない人は、2,930円

■申し込み　８月７日（木）までに、大町商工会議所にある受講申込書に必要事項を記入の上、受講料を添

えて、大町商工会議所へ。

■その他　検定試験の申し込みは、９月26日（金）～10月16日（木）までに、各自でお申し込みください。

試験は、11月16日（日）に大町商工会議所で行います。

■問い合わせ　大町商工会議所　℡２２－１８９０
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児童センター

児童センターまつり
　ことしも楽しいことをたくさ

ん用意しました。ご家族そろっ

てお出掛けください。

■日時　８月17日（日）

午前９時～11時30分

※雨天決行

■会場　児童センター

■内容　獅子舞、ゲームコーナー、工作コーナー、ミニ

ＳＬコーナー、衣類リサイクルコーナー、作

品展示コーナー、ヤギさんコーナーなど

■持ち物　飲み物、帽子

パパ �ｓ絵本プロジェクト公演

　「パパ’ｓ絵本

プロジェクト」

を迎え、絵本を

題材にした歌遊

び、言葉遊び、

リズム遊びなど

の公演を行いま

す。小さなお子さんだけではなく、絵本が好きな人、子

どもとの関わり方に関心がある人、必見です。

　パパの目線での絵本選びやパパならではの読み聞かせ

を、ご家族そろってお楽しみください。「仕事も大事だ

けれどもっと大事なものがあるのでは…」と思っている

お父さん、ぜひお出掛けください。どなたでも参加でき

ます。参加無料です。

■日時　７月21日（月）　午前10時30分～正午

■会場　児童センター

■申し込み　７月19日（土）までに、電話または直接、

児童センターへ。

平成26年度第２期
「こども囲碁教室」
「大人のための囲碁入門講座」
　囲碁を通して人づくり街づくりを目指すア

ルプス囲碁村推進協議会と日本棋院大町支部で

は、ことしで13年目を迎える「こども囲碁教室」

と、「大人のための囲碁入門講座」を開催します。

この機会に、集中力や礼儀作法が身に付く囲碁

を覚えてみませんか。

■日時　８月２日～11月29日　原則、毎週土

曜日　全13回（予定）　午前10時～

11時30分

■会場　アルプス囲碁村会館

■講師　アルプス囲碁村推進協議会囲碁普及員

■申し込み　７月31日（木）までに、電話でア

ルプス囲碁村推進協議会へ。

※初心者は、講座の進行上、途中か

らの参加はできません。囲碁が打て

る場合は、随時参加できます。

【こども囲碁教室】
■対象　大北・安曇野地域にお住まいの中学生

以下

■費用　無料

■その他　送迎は、各ご家庭で行ってください。

【大人のための囲碁入門講座】
■対象　高校生以上

■費用　1,500円（テキスト代）、300円／回

（参加費）　※高校生は無料

■問い合わせ

　アルプス囲碁村推進協議会（企画財政課企画

　調整係内）　℡ 市 内線５２２

■問い合わせ　児童センター　℡・有線２２－０７４１

共通事項

児童センター夏休み特別企画　体操教室
　体操が好きな子や苦手な子も、小さなこつをつかんで体操を楽しみましょう。参加無料です。

■日時　８月12日（火）　午前10時～11時30分		  ■会場　西公園体育館

■対象・定員　市内にお住まいの小学生　先着30人	 ■講師　ＮＰＯ法人ジムナスティック・ネットワーク

■持ち物　上履き、水筒、タオル	 ■申し込み　８月８日（金）までに、電話または直接、児童センターへ。
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ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）
で
は
、
７
月

19
日（
土
）
よ
り
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト「
夏
の
ア
ル
プ
ス
大
冒
険
～
サ

マ
ー
・
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
！
～
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
と
し
は
、「
ず

ぶ
ぬ
れ
覚
悟
！
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
乳
川
の
渓
流
と
ア
ル
プ
ス
大

草
原
の
プ
ー
ル
、
二
つ
の
水
遊
び
で
暑
い
夏
を
涼
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ア
ル
プ
ス
広
場
で
は
、夏
休
み
限
定
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ

ク
が
楽
し
め
る「
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
・
パ
ー
ク
」も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
夏
休
み
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

　
北
ア
ル
プ
ス
の
３
０
０
０
ｍ
級

の
山
々
か
ら
流
れ
出
る
渓
流
、
乳

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
リ
バ
ー

ラ
ー
・
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
稼
働

は
、
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
お

よ
び
お
盆
の
平
日
　
１
日
４
回
　

各
５
分
間
　
午
前
11
時
、
正
午
、

午
後
１
時
、
午
後
２
時

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
・
パ
ー
ク

　
夏
休
み
期
間
中
、
通
常
は
持
ち

込
み
禁
止
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク

の
使
用
を
、
ア
ル
プ
ス
広
場
に
限

り
解
禁
し
ま
す
。
特
設
コ
ー
ス
を

設
置
し
、
自
由
走
行
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。
無
料
レ
ン
タ
ル

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
７
月
19
日（
土
）～
８
月

31
日（
日
）

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
広
場

■
そ
の
他
　
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ

ク
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ツ
リ
ー
イ
ン
グ

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま

で
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
簡
単
に
木

登
り
が
楽
し
め
る
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
。

乳
川
の
畔
で
、ま
る
で
川
に
飛
び
込

む
よ
う
な
大
迫
力
を
演
出
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
19
日（
土
）～
21
日

（
月
）　
１
日
５
回
　
午
前
10
時
、

午
前
11
時
、
午
後
１
時
、
午
後
２

時
、
午
後
３
時

■
場
所
　
河
畔
広
場

■
料
金
　
１
０
０
０
円

本
格
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　
専
用
の
ハ
ー
ネ
ス
を
装
着
し
て
、

本
格
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に
挑
戦
！

■
期
日
　
７
月
19
日（
土
）～
８
月

17
日（
日
）

■
受
付
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後

４
時

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

■
料
金
　
５
０
０
円

■
参
加
条
件
　
身
長
１
１
０
㎝
以

上
で
体
重
40
㎏
未
満

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino
.g

o
.jp/ 

川
で
川
遊
び
。
夏
で
も
冷
た
い
水

と
澄
ん
だ
空
気
で
気
分
爽
快
。
ア

ル
プ
ス
の
大
自
然
を
満
喫
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

■
期
日
　
７
月
19
日（
土
）～
８
月

31
日（
日
）

■
場
所
　
河
畔
広
場

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ド

　
ア
ル
プ
ス
大
草
原
に
大
型
の
水

遊
び
プ
ー
ル
が
登
場
。
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
や
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
で
水

し
ぶ
き
が
舞
う
水
遊
び
の
楽
園
を

演
出
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
19
日
（
土
）
～
８

月
31
日
（
日
）　
※
ス
プ
リ
ン
ク

スプラッシュ・リバー

ランニングバイク・パーク

リバーサイド・ツリーイング

フォレストアドベンチャー
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募
集

自
衛
官・自
衛
官
を
目
指
す
学
生

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
や
自
衛
官
を

目
指
す
学
生
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

■
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

▽
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▽
受
付
期
間
　
９
月
９
日（
火
）ま
で

▽
試
験
日
　
９
月
20
日（
土
）

■
自
衛
官
候
補
生（
女
子
）

▽
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▽
受
付
期
間
　
８
月
１
日（
金
）～
９
月

９
日（
火
）

▽
試
験
日
　
９
月
28
日（
日
）

■
一
般
曹
候
補
生

▽
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▽
受
付
期
間
　
８
月
１
日（
金
）～
９
月

９
日（
火
）

▽
試
験
日
　
一
次
試
験
　
９
月
19
日（
金
）・

20
日（
土
）

■
陸
上
自
衛
官（
看
護
）

▽
応
募
資
格
　
看
護
師
免
許
が
あ
る
人

で
、
保
健
師
・
助
産
師
免
許
が
あ
り（
見

込
み
含
む
）、
36
歳
未
満
の
人

▽
受
付
期
間
　
９
月
１
日（
月
）～
30
日

（
火
）

▽
試
験
日
　
11
月
29
日（
土
）

■
航
空
学
生

▽
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）で

21
歳
未
満
の
人

▽
受
付
期
間
　
８
月
１
日（
金
）～
９
月

９
日（
火
）

▽
試
験
日
　
一
次
試
験
　
９
月
23
日（
火
）

■
防
衛
大
学
校
学
生（
推
薦
）

▽
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）の

21
歳
未
満
の
人
で
、
成
績
優
秀
か
つ
生

徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
収
め
、

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

▽
受
付
期
間
　
９
月
５
日（
金
）～
９
日

（
火
）

▽
試
験
日
　
９
月
27
日
（
土
）・
28
日

（
日
）

■
防
衛
大
学
校
学
生（
総
合
選
抜
）

▽
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）で

21
歳
未
満
の
人

▽
受
付
期
間
　
９
月
５
日（
金
）～
９
日

（
火
）

▽
試
験
日
　
一
次
試
験
　
９
月
27
日

（
土
）

■
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）

▽
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）で

21
歳
未
満
の
人

▽
受
付
期
間

【
一
般
前
期
】
９
月
５
日
（
金
）
～
30
日

（
火
）

【
一
般
後
期
】平
成
27
年
１
月
21
日（
水
）～

30
日（
金
）

▽
試
験
日
　
一
次
試
験

【
一
般
前
期
】
11
月
８
日
（
土
）・
９
日

（
日
）

【
一
般
後
期
】平
成
27
年
２
月
28
日（
土
）

■
防
衛
医
科
大
学
校
生

▽
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）で

21
歳
未
満

▽
受
付
期
間
　
９
月
５
日（
金
）～
30
日

（
火
）

▽
試
験
日

【
医
学
科
】一
次
試
験
　
11
月
１
日（
土
）・

２
日（
日
）

【
看
護
学
科
】（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

一
次
試
験
　
10
月
18
日（
土
）

■
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

▽
応
募
資
格
　
中
卒（
見
込
み
含
む
）の

17
歳
未
満
の
男
子
で
、
成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
収

め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

▽
受
付
期
間
　
11
月
１
日（
土
）～
12
月

５
日（
金
）

▽
試
験
日
　
平
成
27
年
１
月
10
日（
土
）～

12
日（
月
）の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
日

■
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

▽
応
募
資
格
　
中
卒（
見
込
み
含
む
）で

17
歳
未
満
の
男
子

▽
受
付
期
間
　
11
月
１
日（
土
）～
平
成

27
年
１
月
９
日（
金
）

▽
試
験
日
　
一
次
試
験
　
平
成
27
年
１

月
24
日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
長
野
地
方
協

力
本
部
松
本
地
域
事
務
所
（
松
本
市
深

志
２

－

６

－

５
マ
ル
ナ
カ
深
志
ビ
ル
１

階
）　
℡
０
２
６
３
・
３
６
・
２
７
８
７

《広告》
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平
成
27
年
度
採
用

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
次
の

職
種
で
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
・
募
集
人
数
　
消
防
職
員
（
初

級
）　
若
干
名

■
応
募
資
格
　
平
成
元
年
４
月
２
日
～

９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
人
で
、
北
ア

ル
プ
ス
広
域
連
合
管
内
市
町
村
（
大
町

市
、
池
田
町
、
松
川
村
、
白
馬
村
、
小

谷
村
）に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
、

27
年
４
月
以
降
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
管
内
市
町
村
に
居
住
で
き
る
人

■
採
用
　
平
成
27
年
４
月
１
日

※
採
用
後
に
長
野
県
消
防
学
校
に
入
校

し
、
消
防
士
と
し
て
の
初
任
科
教
育
を

受
け
ま
す
。
修
了
後
、
北
ア
ル
プ
ス
広

域
消
防
本
部
ま
た
は
大
町
消
防
署
、
南

部
消
防
署
、
北
部
消
防
署
の
い
ず
れ
か

に
配
属
し
ま
す
。

■
受
験
手
続
き
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、
大

町
消
防
署
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送（
当
日
必
着
）ま
た

は
直
接
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

総
務
課
庶
務
係
へ
。
申
込
書
は
、
北
ア

ル
プ
ス
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.k

ita
-a

lp
s.o

m
a
ch

i.

n
agan

o
.jp

/

▽
受
付
期
間
　
８
月
１
日（
金
）～
14
日

（
木
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
　
※
平
日
の
み

■
試
験
日

▽
１
次
試
験
　
９
月
21
日（
日
）

▽
２
次
試
験
　
10
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部
総
務
課
庶
務
係
　
℡
２
２
・
０

６
８
８

介
護
補
助・家
事
援
助
講
習
会

　（
公
社
）北
ア
ル
プ
ス
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下

：

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
国
の
委
託
を
受

け
て
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
を
目

的
に
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講

無
料
で
す
。

■
日
時
　
９
月
１
日（
月
）～
12
日（
金
）

全
10
回（
土
日
除
く
）　
午
前
10
時
～
午

後
４
時

■
会
場
　
講
義
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
議
室
。
実
習
は
、
介
護
施
設

な
ら
び
に
一
般
家
庭
。
後
日
、
受
講
者

に
連
絡
し
ま
す
。

■
対
象
・
定
員
　
55
歳
以
上
で
、
雇
用
・

就
業
を
希
望
す
る
人
　
15
人
　
※
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選

■
内
容
　
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
理

解
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
概
論
、
生
活
援
助

の
方
法
、
高
齢
者
向
け
料
理
と
栄
養
バ

ラ
ン
ス
、
食
事
・
衣
類
着
脱
の
介
助
、

車
い
す
の
操
作
・
介
助
、
ベ
ッ
ド
メ
ー

キ
ン
グ
、
シ
ー
ツ
の
交
換
な
ど

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
昼
食

■
申
し
込
み
　
７
月
15
日（
火
）～
８
月

20
日（
水
）ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大

町
で
「
求
職
登
録
」
を
受
け
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
大
町
ま
た
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
あ
る「
受
講
申
込
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　（
公
社
）北
ア
ル
プ
ス

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
℡
２

２
・
２
４
４
５

第
15
回
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

「
土
・
人
・
水
」参
加
者

　
用
水
路
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
越
荒
沢
堰
沿
い
の
草
刈
り
作

業
や
親
水
池
で
魚
の
つ
か
み
取
り
を
行

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
無
料
で
す
。

■
日
時
　
８
月
23
日（
土
）　
午
前
８
時
～

正
午
　
※
雨
天
実
施

■
会
場
　
平
小
熊
原
　
越
荒
沢
堰
親
水

広
場

■
定
員
　
１
０
０
人
程
度

■
内
容
　
雑
草
取
り
、
魚
の
つ
か
み
取

り
、
案か

山か

子し

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

■
持
ち
物
　
作
業
が
で
き
る
服
装
（
雨

具
、
軍
手
な
ど
）、
魚
の
入
れ
物

※
昼
食（
お
に
ぎ
り
、
お
茶
）を
用
意
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
　
８
月
15
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
で
水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
お
お
ま
ち
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
水
土
里
ネ
ッ
ト
お
お

ま
ち（
大
町
市
土
地
改
良
区
内
）　
℡
２

２
・
５
５
４
２
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を
予
定
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
15
日（
火
）午
前
９
時
～
16

日（
水
）午
後
２
時

■
人
数
　
50
人

■
服
装
・
携
行
品
　
迷
彩
服
、ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
個
人
装
備
火
器（
カ
バ
ー
を
付
け
、

見
え
な
い
よ
う
に
処
置
し
ま
す
）

■
車
両
　
小
型
車
１
台
、
中
型
車
３
台
、

大
型
車
２
台

■
訓
練
内
容
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の

降
下
訓
練
、
徒
歩
訓
練
、
木
崎
湖
で
の

水
路
潜
入
訓
練
、
水
難
救
助
訓
練
、
山

中
歩
行
訓
練

■
経
路
　
運
動
公
園
横
→
蓮
華
大
橋
→

県
道
３
２
６
号
横
断（
野
口
橋
東
）→
川

沿
い
を
上
流
へ
→
源
汲
橋
東
→
中
花
見

か
ら
林
道
へ
→
小
熊
山
を
抜
け
木
崎
湖

畔
へ
→
木
崎
湖
横
断
→
霊
松
寺
山
→
鷹

狩
山
→
県
道
55
号（
相
川
）→
大
峰
高
原

白
樺
の
森

■
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
松
本
駐
屯
地

第
13
普
通
科
連
隊
第
３
科
　
℡
０
２
６

３
・
２
６
・
２
７
６
６（
内
線
２
３
３
）

調
査
に
ご
協
力
を

平
成
26
年「
経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
」「
商
業
統
計
調
査
」

　
平
成
26
年
７
月
１
日
現
在
で
実
施
し

て
い
る「
経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
」

お
よ
び「
商
業
統
計
調
査
」は
、
全
国
全

お
知
ら
せ

自
衛
隊　
訓
練
実
施

　
陸
上
自
衛
隊
松
本
駐
屯
地
で
は
、
大

町
市
内
で
徒
歩
行
進
訓
練
な
ど
の
実
施

て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象
に
、
全
産

業
分
野
の
経
済
活
動
を
同
一
時
点
で
網

羅
的
に
把
握
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策
を
は

じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の

活
性
化
な
ど
、
地
域
行
政
の
た
め
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
の
事
業
所
な
ど
に
調
査
員
が
直

接
伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り
し
て
い
ま

す
の
で
、
回
答
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
企
画
調

整
係
　
℡
市
内
線
５
２
２

大
町
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
変
更
案
に

関
す
る
公
聴
会

　
長
野
県
で
は
、「
大
町
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、開
発
及
び
保
全
の
方
針（
大

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」の
変

更
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　「
大
町
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
変
更
案
」
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
変
更
案

の
閲
覧
お
よ
び
公
聴
会
を
行
い
ま
す
。

■
変
更
案
の
閲
覧

▽
日
時
　
７
月
８
日（
火
）～
８
月
１
日

（
金
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
　
※
平
日
の
み

▽
閲
覧
場
所
　
長
野
県
建
設
部
都
市
・

ま
ち
づ
く
り
課
、
大
町
建
設
事
務
所
整

備
課
、
大
町
市
建
設
課
計
画
係

　
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

■
公
聴
会

▽
日
時
　
８
月
３
日（
日
）　
午
前
10
時

▽
会
場
　
大
町
合
同
庁
舎  

５
階  

講
堂

▽
対
象
　
変
更
案
に
関
係
す
る
地
域
に

お
住
ま
い
の
人
と
そ
の
他
利
害
関
係
を

有
す
る
人

■
公
述
の
申
し
出
　
公
聴
会
で
の
公
述

（
発
言
）を
希
望
す
る
人
は
、
７
月
24
日

（
木
）
ま
で
に
、
閲
覧
場
所
に
あ
る
「
公

述
申
出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送（
当
日
必
着
）ま
た
は
直
接
、
閲
覧

場
所
へ
。

■
そ
の
他
　
公
聴
会
は
自
由
に
傍
聴
で

き
ま
す
が
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
会

場
の
都
合
に
よ
り
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
公
述
人
が
い
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
長
野
県
建
設
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
２
９
７

▽
大
町
建
設
事
務
所
整
備
課

℡
２
３
・
６
５
３
４

▽
大
町
市
建
設
課
計
画
係

℡
市
内
線
６
７
３
・
６
９
１

水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
お
お
ま
ち

「
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
」作
品

　
水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
お
お
ま
ち
で
は
、
案か

山か

子し

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
入

賞
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
募
集
作
品
　「
水
、
土
、
里
」を
テ
ー

マ
に
し
た
案
山
子

■
申
し
込
み
　
８
月
22
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
で
水
土
里
ネ
ッ
ト
お
お
ま
ち
へ
。

■
そ
の
他
　
作
品
は
次
の
と
お
り
展
示

し
ま
す
。
搬
入
方
法
な
ど
は
、
申
し
込

み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
・
会
場

８
月
23
日（
土
）

平
小
熊
原
　
越
荒
沢
堰
親
水
広
場

８
月
25
日（
月
）～
９
月
19
日（
金
）

市
役
所
本
庁
舎
正
面
入
口
の
道
路

■
問
い
合
わ
せ
　
水
土
里
ネ
ッ
ト
お
お

ま
ち（
大
町
市
土
地
改
良
区
内
）　
℡
２

２
・
５
５
４
２

経済センサス
キャラクター
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農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

農
薬
空
き
容
器
の
回
収

　
市
、
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議
会
、

Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
農
薬
空
き
容
器
（
空
ポ
リ
、

ガ
ラ
ス
瓶
、
空
き
缶
）を
回
収
し
ま
す
。

荷
造
り
方
法
や
運
搬
上
の
注
意
を
守
り
、

指
定
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

農
薬
空
き
容
器
の
回
収
は
、
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ａ
大
北
各
営
農

セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
営
農
窓
口
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
７
月
23
日（
水
）

■
回
収
場
所
・
時
間

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
～
11
時

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
～
11
時

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
支
所

午
前
９
時
～
11
時

▽
八
坂
野
平
山
村
広
場

午
前
９
時
～
９
時
30
分

▽
Ｊ
Ａ
大
北
三
原
野
菜
集
荷
場

午
前
10
時
～
11
時

■
委
託
処
理
料
金（
運
賃
込
み
、税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

１
㎏
当
た
り
50
円

▽
農
薬
空
き
容
器

１
㎏
当
た
り
３
３
０
円

▽
特
殊
空
き
容
器

１
㎏
当
た
り
５
０
０
円

■
持
ち
物
　
委
託
処
理
料
金
、印
鑑（
個

人
と
処
理
業
者
間
で
委
任
状
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
）

■
荷
造
り
す
る
時
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に
乾
燥

状
態
で
梱
包
す
る
。

▽
農
ビ
、
農
ポ
リ
、
肥
料
袋
に
分
け
て

梱
包
す
る
。
特
に
肥
料
袋
は
、
ほ
か
の

も
の
と
混
同
し
な
い
。

▽
結
束
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
使
用

し
十
字
に
結
ぶ
（
荒
縄
、
針
金
な
ど
は

使
用
し
な
い
）。

■
運
搬
す
る
時
の
注
意
　
回
収
場
所
へ

の
運
搬
の
際
に
は
、
運
搬
す
る
車
両
に

表
示
・
書
面
の
備
え
付
け（
携
帯
）が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
場
か
ら
収

納
場
所
に
運
搬
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５

大
町
市
制
施
行
60
周
年・合
併
10
年
記
念

大
町
市
暴
力
追
放
・

交
通
安
全
推
進
市
民
大
会

　
市
で
は
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」を
実
現
す
る
た
め
に
、「
暴
力
追
放
・

交
通
安
全
推
進
市
民
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に

よ
る
意
見
発
表
、
市
制
施
行
60
周
年
・

合
併
10
年
記
念
事
業
と
し
て
長
野
県
警

察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
12
日（
土
）　
午
前
10
時
～

正
午

■
会
場
　
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
　
消
防
防
災
課
消
防
防

災
係
　
℡
市
内
線
５
１
５

「
子
ど
も
の
人
権
相
談
所
」開
設

　
い
じ
め
、虐
待
、体
罰
な
ど
の
子
ど
も
の

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
29
日（
火
）　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

■
会
場
　
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

１
階
　
会
議
室

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
（
子

ど
も
の
人
権
専
門
委
員
な
ど
）

■
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局
　
℡
２
２
・

０
３
７
９

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
男
女
共

同
参
画
・
人
権
政
策
担
当
　
℡
市

内

線
５
２
５

は
か
り
定
期
検
査

　
取
引
や
証
明
に
使
う
計
量
器
（
は
か

り
）
は
、
法
律
に
よ
っ
て
２
年
ご
と
の

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
、
次
の
と
お
り
定
期
検
査
を
行

い
ま
す
。
検
査
に
は
手
数
料
（
検
査
代

金
）が
必
要
で
す
。

■
日
程

■
持
ち
物
　
使
用
し
て
い
る
は
か
り

（
お
も
り
、
分
銅
と
も
）、
手
数
料

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
政
課
商
業
労

政
係
　
℡
市
内
線
５
４
２

日時 会場

７月15日（火）
午前10：30～11：30 美麻支所

午後 1：30～ 3：00 八坂支所

７月16日（水）
午前10：30～正午

市役所本庁舎
北側倉庫前

午後 1：00～ 3：30

７月17日（木）
午前10：30～正午

午後 1：00～ 3：30
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順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

呼
び
掛
け
、
交
通
事
故
防
止
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

■
期
間
　
７
月
19
日（
土
）～
25
日（
金
）

※
県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
は
７
月
19
日

（
土
）

■
運
動
の
重
点

▽
通
学
路
・
生
活
道
路
の
安
全
確
保
と

歩
行
者
保
護
の
徹
底

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
（
自
転

車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
消
費
生
活
・

交
通
安
全
係
　
℡
市

内
線
４
６
３
・

４
６
４

長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会・

消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

　
消
防
団
員
が
日
頃
の
訓
練
成
果
を
発

表
す
る
と
と
も
に
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法

や
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
技
術
の
向
上
発
展

と
団
員
の
士
気
の
高
揚
を
目
的
に
、
毎

年
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の

大
会
が
、
こ
と
し
は
大
町
市
で
行
わ
れ

ま
す
。

　
各
消
防
協
会
の
地
区
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
ポ
ン
プ
車
操
法
12
チ
ー
ム
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
13
チ
ー
ム
、
ラ
ッ
パ
吹
奏

13
チ
ー
ム
が
競
技
を
行
い
ま
す
。
消
防

団
の
活
動
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。
大

勢
の
皆
さ
ん
の
見
学
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時
　
７
月
27
日（
日
）　
午
前
９
時
～

正
午

■
会
場
　
運
動
公
園
　
多
目
的
広
場
・

野
球
場

■
問
い
合
わ
せ
　
消
防
防
災
課
消
防
防

災
係
　
℡
市
内
線
５
１
６

青
少
年
に「
愛
の
声
か
け
運
動
」を

～
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
～

　
７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防

止
全
国
強
調
月
間
」で
、「
青
少
年
に
有

害
な
社
会
環
境
排
除
県
民
運
動
強
化
月

間
」｢

暴
走
族
追
放
強
化
期
間｣

「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」
も
併
せ

て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　「
青
少
年
は
地
域
社
会
か
ら
育
む
」と

い
う
観
点
に
立
ち
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
下
、
青
少
年
の
た
め
の
よ

り
良
い
社
会
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　「
愛
の
声
か
け
運
動
」は
、
進
ん
で
あ

い
さ
つ
す
る
、
褒
め
る
、
叱
る
、
認
め

る
、
感
謝
す
る
、
考
え
さ
せ
る
、
注
意

す
る
、
全
て
の
大
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
声

掛
け
を
し
て
青
少
年
に
関
わ
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
通
勤
途
中
や

社
会
生
活
の
中
で
出
会
う
青
少
年
に
、

自
ら
進
ん
で
温
か
な「
愛
の
声
か
け
」を

し
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
市
青
少
年
補
導
委
員
と
市

内
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
協

力
し
、
小
・
中
学
生
へ
の
声
掛
け
や
学

校
区
内
の
見
回
り
、
祭
典
時
の
合
同
補

導
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
・
青
少
年
係
　
℡
市
内
線
６
２
５

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
捉
え
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
意

識
を
高
め
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
、
視
覚
障
が
い
者
に
関

わ
る
人
権
問
題
の
お
話
で
す
。
申
し
込

み
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。

■
日
時
　
７
月
16
日（
水
）　
午
前
10
時

10
分
～
11
時
35
分

■
会
場
　
美
麻
小
中
学
校
　
体
育
館

■
内
容

▽
美
麻
小
中
学
校
児
童
生
徒
意
見
発
表

▽
講
演
会

【
演
題
】障
が
い
は
私
の
個
性
・
盲
導
犬

は
私
の
眼

【
講
師
】
加
藤
久
美
さ
ん
（
元
松
本
盲
学

校
教
員
）

■
そ
の
他
　
託
児
あ
り
ま
す
。
７
月
14

日
（
月
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
人
権
教

育
担
当
　
℡
市
内
線
６
２
３

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

「
信
濃
路
は 

ゆ
と
り
の
笑
顔
と 

ゆ
ず
り
あ
い
」

　
夏
休
み
を
間
近
に
控
え
た
子
ど
も
や

外
出
す
る
機
会
が
増
え
た
高
齢
者
、
夏

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
市
外
か
ら
訪
れ
る

旅
行
者
な
ど
に
対
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
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情報ステーション
nformationI

自主番組　午後8：45
＊きらり★大町人……………………… 14日（月）
「上仲町の栗林聰

さとし

さんにインタビュー」
▷内容　大町市の読み聞かせボランティアの草
分け的存在として活躍中の栗林さんに、朗読の
魅力など教えていただきます。

＊ホスピタリティ大町病院…………… 24日（木）
「小児科医　野田俊輔先生の紹介」
▷内容　本年度から大町総合病院に勤務されて
いる野田先生に、専門分野や夏場の健康管理に
ついて伺います。

お知らせ
　市内小学校夏休みに合わせ、「帰宅放送」「小学
生作文コンクール参加作品の紹介」を26日（土）
から放送します。どうぞお楽しみに。

■問い合わせ
　大町市有線放送　℡・有線２２－１２９７

７
月
は「
河
川
愛
護
月
間
」

　
河
川
は
地
域
の
水
循
環
の
要
で
あ
り
、

文
化
や
風
土
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
良

好
な
河
川
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
ご

み
な
ど
の
投
棄
や
汚
水
の
垂
れ
流
し
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
刈
り
取
っ
た
草

や
ご
み
な
ど
に
よ
る
水
路
詰
ま
り
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
河
川
へ
の
投
げ
捨
て

は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
河
川
敷
周
辺
や
水
路
の
上
に
構
造
物

を
作
る
場
合
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。

事
前
に
建
設
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
管
理
係

℡
市
内
線
６
７
２

７
月
１
～
７
日
は

「
河
川
水
難
事
故
防
止
週
間
」

　
例
年
こ
の
季
節
の
河
川
で
は
、
雨
や

ダ
ム
か
ら
の
放
水
に
よ
る
急
激
な
増
水

が
あ
り
ま
す
。
釣
り
や
水
遊
び
な
ど
を

す
る
と
き
は
、
天
候
や
放
流
警
報
に
注

意
し
て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
管
理
係

℡
市
内
線
６
７
２

西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

　
児
童
の
学
校
教
育
充
実
を
目
的
に
バ

ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ザ
ー
へ
の
提
供
品
も
募
集
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
11
日（
金
）　
午
後
３
時

45
分
～
４
時
30
分

■
会
場
　
西
小
学
校
　
体
育
館

■
持
ち
物
　
上
履
き（
ス
リ
ッ
パ
）、
買

い
物
袋

■
バ
ザ
ー
へ
の
提
供
品
　
農
産
物
、
食

料
品
、
手
作
り
品
、
日
用
雑
貨
、
学
用

品
、
衣
類（
新
品
の
み
）な
ど
、
提
供
い

た
だ
け
る
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
取
り
に
伺
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
西
小
学
校
　
℡
２

２
・
０
０
１
９

夏祭り　生放送
＊若一王子神社　例大祭…………………………
……… 26日（午後８時）、27日（午後４時30分）
＊やまびこまつり…… ８月２日（午後６時45分）

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊第13回北アルプス雪形コンサート…… １日〜11日
＊長野県ご当地対決～夏野菜編…… ７日〜18日
＊消防団ポンプ操法・ラッパ吹奏大会…… 14日〜25日
＊音楽会（北小学校・東小学校）…… 21日〜８月１日
＊音楽会（南小学校・八坂小学校）…… 28日〜８月８日
※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新） 午前6:00、午前8:30、
正午、午後5：00、午後7：00、午後11：00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツなど

お天気チャンネル　毎日放送
午前8:00、午前11:50、午後0:50、午後3:50、
午後5:50、午後6:50、午後10:50、午後11:50

＊生活に密着した気象情報をピンポイントでお伝えします。

◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページでご覧ください。信濃毎日新聞の中信
版にも毎日掲載しています。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

市内中心部を流れる町川は旭町の水門で毎日ごみ揚げをする現状です

● ケーブルテレビ7月の番組から ●

● 有線放送 7月の番組から ●



37 広報おおまち　2014.7

室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります
▷はぜ棒（約10年使用、木製）��������  無料
▷はぜ足（約10年使用、木製）��������  無料

●譲ってください
▷ろくろ　▷自転車　▷ヘアードライヤー

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。
　このコーナーでは、家庭で利用しなくなった生活用品
で、まだ十分利用できる不用品の再利用を目的に情報
提供しています。譲りたい物、譲ってほしい物があれば、
台帳に登録します。登録後は「広報おおまち」「市役所本
庁舎市民ホールのホワイトボード」「市ホームページ」でお
知らせします。家電リサイクル法の対象品、自動車、バ
イク、衣類（制服は除く）、食料品、危険物、動植物、法
令などで譲渡・販売が禁止されているものは対象外です。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

図書館だより
－新着図書－
(一般)
虚ろな十字架［小説］����� 東野　圭吾／著
ホリデー・イン［小説］������ 坂木　司／著
ことり屋おけい探鳥双紙［小説］�� 梶　よう子／著
バージェス家の出来事［外国の小説］�����
�������� エリザベス・ストラウト／著
女を観る歌舞伎［歌舞伎論］���  酒井　順子／著
誤解学［哲学］��������� 西成　活裕／著

(子どもの本)
コロッケくんのぼうけん［日本のお話］�����
������������� 二宮　由紀子／作
いっしょにいってもいい？［外国の絵本］………
��������� ブライアン・パッテン／文
のっぺらぼうのおじさん［日本の絵本］������
����������� そうま　こうへい／作
メランコリー・サガ［日本のお話］………………
���������������ひこ・田中／作
かむさりやまのおまじない［日本のお話］………
������������ 三浦　しをん／原作
ここにいるよ！ナメクジ［写真絵本］……………
��������� 皆越　ようせい／写真・文

－貸出ベスト５（５月）－
(一般)
No.1　最後の晩餐［小説］��� 新津　きよみ／著
No.2　村上海賊の娘（下）［小説］�� 和田　竜／著
No.3　大人の流儀４［エッセイ］�� 伊集院　静／著
No.4　女のいない男たち［小説］�� 村上　春樹／著
No.5　日本人なら知っておきたい言葉の由来［言語］
�������������� 柚木　利博／著

(子どもの本)
No.1　ちいさいおうち［外国の絵本］�����
���� バージニア・リー・バートン／文・絵
No.2　ミッケ８（がっこう）［外国の絵本］���
�������� ウォルター・ウィック／写真
No.3　アンパンマンとあおいなみだ［日本の絵本］
���������� やなせ　たかし／作・絵
No.4　かいけつゾロリのにんじゃ大さくせん

［日本の読み物］������ 原　ゆたか／作・絵
No.5　かぐや姫の物語［日本の絵本］�����
�������� 高畑　勲／原案・脚本・監督

－今月の推薦図書－

コウケンテツのおやこ食堂　毎日
のごはんからスイーツまで、全61
レシピ　　コウケンテツ／著
　韓国ご飯から、イベントご飯、
野菜嫌い克服メニュー、おやつま
で･･･。料理研究家・コウケンテツが、家族の楽
しい記憶を作るご飯のレシピを紹介します。

－催し－

おはなしの森���������������
������ 毎月第１土曜日　午前10時30分
おいで　えほんのおへや����������
�������� 毎月第２火曜日　午前11時
おりがみ教室������ 毎週日曜日　午後２時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

今
月
の
納
税
な
ど

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
…
第
２
期

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
７
月
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
７
月
分

保
育
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
月
分

市
営
住
宅
使
用
料

定
住
促
進
住
宅
使
用
料

雇
用
促
進
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
月
分

下
水
道
受
益
者
負
担
金
…
…
…
７
月
分

上
下
水
道
料
・
簡
易
水
道
料
…
７
月
分

納
期
限
は
７
月
31
日（
木
）

＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 29,404（－ 33） 転入   60

男 14,237（－ 16） 転出   75

女 15,167（－ 17） 出生   18

世帯数 11,836（－ 1） 死亡   36
※ 6月 1日現在、（　）内は前月比

　
23
ペ
ー
ジ
の「
ハ
サ

イ
ダ
ー
」「
黒
部
ダ
ム

カ
レ
ー
」の
記
者
会
見

に
は
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
９
社
が
取
材

に
来
ま
し
た
。
会
見

で
は「
ハ
サ
イ
ダ
ー
」を
提
供
し
、
記
者
の

皆
さ
ん
は
早
速
喉
を
潤
し
味
見
。
大
糸

タ
イ
ム
ス
の
西
澤
彩
記
者
は「
ラ
ベ
ル
が

か
わ
い
い
。
甘
過
ぎ
な
く
て
す
っ
き
り
。

夏
に
は
ぴ
っ
た
り
の
味
」、
信
濃
毎
日
新

聞
の
半
田
茂
久
記
者
は「
破
砕
帯
の
水
を

使
っ
て
い
る
の
で
爽
や
か
。『
水
が
い
い

か
ら
大
町
産
サ
イ
ダ
ー
は
う
ま
い
。』」と

感
想
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
見
に

出
席
し
た
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
・
バ
イ

ヤ
ー
の
清
水
重
秋
さ
ん
は「
カ
レ
ー
と
サ

イ
ダ
ー
は
絶
対
に
合
う
」と
話
し
、
会
見

後
に
店
頭
へ
の
陳
列
が
急
き
ょ
決
定
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
お
試
し
く
だ
さ
い
。
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くらしの案内板7月

無料相談

社会保険・
年金・労働

12日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
12日・26日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（木）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

8日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=宮井麻由子弁護士 （次回は8月12日　宮澤明雄弁護士）

市民なんでも
相談（要予約）

25日（金）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

行 政

30日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

16日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

30日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 17日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

17日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性

10日（木）
10:00〜15:00 東小会議室

（市役所東庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52524日（木）

9:00〜12:00

育 児
9日（水）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

心配ごと
14日・28日

月曜日
13:00〜16:00 総合福祉

センター
社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
14日・28日

月曜日
13:00〜15:00

人 権 17日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 15日・22日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）へ
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）　　　　    （9:00〜17:00）

  6日（日）
内 横澤内科医院  （下仲町） ☎ 22-0371

外 栗林医院　　  （上仲町） ☎ 22-0305

13日（日）
内 野村クリニック（東若宮町） ☎ 85-0085

外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

20日（日）
内 大町協立診療所（大新田町） ☎ 26-5200

外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

21日（月）
内 伊東医院　　  （大黒町） ☎ 22-0077

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

27日（日）
内 柿下クリニック  （清水） ☎ 21-1230

外 安曇総合病院  （池田町） ☎ 62-3166

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。（9:00〜12:00）

  6日（日） 横澤歯科医院　　  （六九町） ☎ 22-1343

13日（日） 師岡歯科　　　　  （池田町） ☎ 62-9781

20日（日） きらり歯科医院　  （松川村） ☎ 62-0005

21日（月） 橘歯科医院　　　  （白馬村） ☎ 72-5025

27日（日） 丸山歯科クリニック（松川村） ☎ 62-0648

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。 （9:00〜17:30）

  6日（日） とをしや薬局大町常盤店 （上一） ☎ 26-3252

13日（日）
カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

はなのき林薬局  （東若宮町） ☎ 85-0595

20日（日） とをしや薬局大町常盤店 （上一） ☎ 26-3252

21日（月） れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

27日（日） カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 6日㈰・13日㈰・20日㈰・21日㈪・27日㈰

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


